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羽曳野市長  北川 嗣雄

世界文化遺産登録へ世界文化遺産登録へ
　５月14日、世界文化遺産の登録をめざす「百舌鳥・古市古墳群」
について、イコモス（国際記念物遺跡会議）からユネスコ（国連教
育科学文化機関）に対して、「世界遺産一覧表への記載が適当」と
の勧告がなされました。
　これまでご尽力いただいた関係者の方 、々また、応援していただい
た市民の皆様に、改めて感謝申し上げます。
　この勧告を受けて、本年7月に、アゼルバイジャンの首都バクー
で開催される第 43回世界遺産委員会で審査が行われ、いよいよ登
録の可否が発表されます。
　世界文化遺産として登録されるよう、引き続き、国・大阪府と連
携を図りながら、全力で取り組んでまいります。
　1,600年、受け継がれてきたこの貴重な資産は、羽曳野の誇りです。
　「令和」という新たな時代においても、変わらず守り続けていく。
　この地に暮らす私たちに与えられた使命として、次代へ繋いでまい
りたいと考えています。

面積…26.45k㎡

人口…111,564人（前月比-67）

　男…  53,074人

　女…  58,490人

世帯…  50,140

　（平成31年4月30日現在）

羽曳野市
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2019年6月1日発行
　発行　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
　URL  https://www.city.habikino.lg.jp/
　mail   mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。

●QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

●今月の表紙
　道の駅『しらとりの郷・羽曳野』でライトア
ップされた約1万本のアジサイです。  白・赤・
青・紫の花が浮かび上がった小路は、とても
幻想的です。梅雨の季節も楽しめるスポット
ですので、カメラを持ってでかけてみてはい
かがでしょう。   （ライトアップは21時まで）

　「百舌鳥・古市古墳群」は、羽曳野・藤井寺両市の「古市エリア」と
堺市の「百舌鳥エリア」で、今から 1,500～ 1,600年前に大小200基
以上の古墳が築かれました。長い年月の間に多くの古墳が失われました
が、今回は49基の古墳を構成資産として推薦していました。
　「百舌鳥エリア」には墳丘長が我が国最大の仁徳天皇陵古墳が、「古市
エリア」には墳丘盛土の体積では仁徳天皇陵古墳を凌ぐといわれている
応神天皇陵古墳が存在します。その他にも、巨大な前方後円墳や中小の
円・方墳がそれらの周辺に点在しています。このように、多種多様な規
模や形態の古墳が集中して存在する地域は、他に例を見ません。

▲古市古墳群最大を誇る応神天皇陵古墳
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運動機器を利用した「無酸素運動」と
座位または立位でステップする

「有酸素運動」を組み合わせた
サーキットトレーニング！

はびきのウェルネス教室
陵南の森生きがい情報センター

[ 対象 ] 40 歳以上の市民（令和元年 7月1日時点）
　　　・自力で来所、運動できる方
　　　・医師から運動制限を受けていない方
　　　・はびきのウェルネスのフォローアップ事業へ登録のない方
　　　※ LIC ウェルネスゾーンプログラムとの併用はできません。
[ 日程 ] 7月1日㈪～ 9 月 30 日㈪（毎週㈪、全10 回）
[ 時間 ] ①立位のクラス  10:30 ～11:45
　　　  ②座位中心のクラス  13:00 ～14:15
[ 定員 ] 各時間10 人　　　[ 費用 ] 無料
[申込 ] 6 月 4 日㈫～14 日㈮（10:00 ～16:00、㈯㈰を除く）の期間に、
　　　　西部教室まで電話申込（☎090-9889-9583 西部教室専用）、
　　　　または来所にて直接申込 開設日：㈪㈬㈮10:00 ～16:00
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈫　 10:00 ～14:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ㈭    10:00 ～12:00
　　　・申込多数の場合は抽選（結果は 6 月下旬に郵送）
　　　・可能な限り全日程を受講してください。
＜抽選時の優先順位について＞
①教室に初めて参加する方
②教室に初めて参加するが、LICウェルネスゾーンの受講履歴がある方
③教室受講履歴がある方

＜問合せ＞ 
地域包括支援課 ☎ 072-947-3825（直通）

令和元年7月期
（7月～ 9月）

受講生募集！場 所

[ 日程 ] 6 月 10 日㈪
[ 時間 ] 15:00 ～16:00 の間
[ 持物 ] 室内シューズ、飲み物、タオル

体験会
実施

「羽曳野市民デー」
セレッソ大阪を応援しよう！
　市内在住・在学・在勤の方は、Ｊ1 リーグ
セレッソ大阪のホームゲームを特別優待価格
で観戦できます！

日時  7 月 13 日㈯  名古屋グランパス戦
　　  19:00 キックオフ（17:00 開場予定）
場所  ヤンマースタジアム長居（大阪市東住吉区長居公園内）
優待価格  ホームサポーター自由席 ( 前売りのみ )
※アウェイクラブのグッズを身に着けての応援はお断りする場合が
ございます。
●大人・高校生　1,500 円（通常前売り価格 2,200 円）
●小中学生　　　  500 円（通常前売り価格　800 円）
販売期間  6 月 5 日㈬ 10:00 ～ 7 月 11 日㈭ 23:59
購入方法　
 ①応援デー専用サイトを表示（PC・スマートフォンのみ）
 ②「Ｊリーグチケット」の会員登録（無料）に登録
 ③アンケートで「羽曳野市に在住・在学・在勤」を選択し、
    「申込者のお名前」、「在住・在学・在勤の情報」を入力
 ④１人 5 枚まで購入可

◇注意事項◇
・迷惑メール対策などで、セキュリティを設定されている方は
「@j-league.ne.jp」および「@cerezo.co.jp」からのメールが受信でき
るように設定の変更をお願いします。
・QR チケット以外に通常の紙チケットの発券（コンビニエンスストア
等）も可能ですが、発券手数料（1 枚につき 108 円）が必要となります。
・QR チケットの場合、手数料は無料です。但し、支払い方法は、クレ
ジットカード・d ケータイ払いプラス・Yahoo! ウォレットのみとなり
ます。
・優待販売は前売りのみとなります。当日の優待販売はございません。
また、販売枚数に達し次第、優待販売を終了させていただきます。

[ 当日 ] 
・QR チケットでご入場される場合、お手持ちのスマートフォンなどの
画面に表示された QR チケットを入場ゲートに設置している専用端末
にかざしてご入場ください。
・QR チケットは１席につき１つ必要です。 お申し込みいただいた後、
分配（QR チケット送信）とダウンロードが必要になります。
・試合当日、スタジアムでの引換えはございません。
・入場ゲートでご本人・ご住所（在住・在勤・在学）の確認をさせて
いただく場合がございます。必ず在住・在勤・在学のわかる「本人確
認書類」（運転免許証、健康保険証、名刺、学生証など）をお持ちください。セレッソ大阪

オフィシャルチケット
「名古屋戦応援デー専用」サイト
※このＱＲコードから直接
　アクセスいただけます。
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一般大気（ダイオキシン）の状況
　市域のダイオキシン類による汚染状況を把握する

ため、夏季と冬季に市内２カ所（市民会館・支所）

で調査を実施しました。

　両地点とも、環境基準数値を下回っていました。

また、経年変化には変動があるものの、年々減少の

傾向がみられます。

環境騒音の状況
　市内の公園など幹線道路に面しない一般地域23地

点で、環境騒音調査の監視を実施しました。主たる音

源は、昼夜共に自動車音となっています。

　私たちの暮らしは、環境に大きな負荷を与えて

います。エネルギー（電気・ガス・水など）の消

費に伴い、発生する二酸化炭素等の温室効果ガス

は、異常気象や海面上昇、食料危機などを引き起

こす地球温暖化の主な原因と考えられています。
「通勤に公共交通機関等を利用する」、「適温で冷

暖房を使用する」、「使用しない電化製品のコンセ

河川水質の状況
　市内を流れる河川で、水質の監視を行っています。

水質向上のためには引き続き、生活排水対策、下水

道整備などの取り組みを進めることが重要です。ントを抜いておく」、「節水を心掛ける」など環

境に配慮した生活を心がけましょう。また、6

月 5日は環境の日です。これは、1972年 6月

5日からストックホルムで開催された国連人間

環境会議を記念して「世界環境デー」と定めら

れました。また、日本では「環境基本法」（平成

5年）により、「環境の日」と定められています。

環境にやさしい暮らしを

６月１日～７日は「第61回水道週間」

　水道週間は水道について国民の理解と関心を高め、公衆衛生の

向上と生活環境の改善を図るとともに、水道事業の更なる発展に

役立てることを目的として、毎年実施されています。

　この機会を通して、市民の皆様一人ひとりに水質保全や水の大

切さを理解していただくとともに、将来に向かって、大切な資源

である “いのちの水” について関心を更に深めていただくようお

願いします。

問合せ　水道局　総務課総務担当　☎072-958-1111内線 5013

今年の水道週間スローガンは

問合せ　環境衛生課
　　　　☎072-958-1111内線 2830
問合せ　環境衛生課
　　　　☎072-958-1111内線 2820

いつものむ　いつもの水に　日々感謝
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昭和 56 年 5月31日以前に建てられた木造住宅が対象です。
耐震診断 設計改修工事 ブロック塀等撤去工事の補助制度除却工事

補助制度をご利用ください。

耐震診断
　・・・費用の９割を補助
　　　（最大 4 万5 千円）
　　　※自己負担目安 5 千円

設計改修
　・・・費用の 8 割を補助
  （最大40万円～100万円）
※条件により補助金額が異なる

ブロック塀等撤去　
　・・・費用の2/3 を補助、
　　　見附面積1万円 /㎡の2/3
　　　( 最大15万円を補助 )　　

除却
　・・・費用の 5 割を補助
　  ( 最大 20万円を補助 )

まずは、耐震診断
　  してみませんか？

詳しくはお問い合わせください。

※申請前に着手すると補助の対象となりま
せん。

※設計改修および除去補助の対象者につい
ては所得等により制限があります。

※耐震改修工事、除却工事、ブロック塀等
撤去工事に要する費用が定額未満の場合
は、当該費用が補助金の額となります。

■ 問合せ ■  建築住宅課 住宅政策推進室 ☎ 072-947-3705（直通）

Ⅰ 情報公開制度の運用状況
●開示請求件数および処理状況

受付件数 50
請求者数 22

取下げ件数 1
決定件数 52

処理状況

開示 11
部分開示 33

不開示 ( 内不存在 ) 7(7)
存否不応答 1

却下 ( 対象外 ) 0
開示率 86%

Ⅱ 個人情報保護制度の運用状況
1. 保有個人情報開示請求等件数および処理状況

請求
者数 取下げ 決定

件数 開示 部分
開示

不開示
( 内不存在 )

存否
不応答 却下

開示請求 17 0 18 7 9 2(2) 0 0
訂正請求 0 0 0 0 0 0(0) 0 0

利用中止請求 0 0 0 0 0 0(0) 0 0
合計 17 0 18 7 9 2(2) 0 0

2. 開示請求開示率　89%
3. 個人情報取扱事務の件数　209 件 ( 平成 31年 3 月 31日現在 )

※1件の開示請求に対して複数の決定を行
った案件があります。

※開示率＝ ( 開示件数＋部分開示件数 ) ÷
(開示件数＋部分開示件数＋不開示件数)×
100

区分 申立
件数 却下 棄却 全部

容認
一部
容認 審理中 取下げ

公文書開示請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報開示請求 0 0 0 0 0 0 0
保有個人情報訂正請求 0 0 0 0 0 0 0

保有個人情報利用中止請求 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 不服申立ての処理状況

　羽曳野市情報公開条例第 20 条および羽曳野市個人情報保護条例第 39 条の規定に基づき、情報公開制度および個人情
報保護制度の運用状況について、次のとおり公表します。
　平成 30 年度の運用状況は、下記のとおりです。なお、実施機関別などの詳細については、市ウェブサイト ( 総務部総務
課内のページ ) でご覧いただけます。

情報公開制度および個人情報保護制度運用状況平成30年度

■問合せ■　総務課 ☎ 072-958-1111 ( 内線 3691)

※ブロック塀等撤去補助を除く
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▼プログラム （天候等でプログラムの中止や開始時間を変更する場合があります。）

★リレー（小学 4 ～ 6 年生）は、11:00 までに本部にて走順（1 チーム 4 人）を決めて代表者（保護者）がお申し込みく
ださい。
※市こ連・スポーツ少年団・体育協会（子ども）リレーの参加者は、申込できません。なお、当日参加チームが 3 チーム未満   

だった場合、中止とします。
※ 各競技で想定している参加予定人数を超えると、賞品がない場合もあります。

午前の部（9:00 開始）
1 入場行進・開会式 全　員
2 準備体操 全　員

3 なかよく玉入れ
幼児（保護者）

高齢者 (60 歳以上 )
来賓者

4 50 ｍ走
小学 4 ～ 6 年生
小学 1 ～ 3 年生
中学生以上一般

5 どれにしようかな 幼児 ( 保護者 )

6 サンドイッチ競争 小学 1 ～ 6 年生

7 ２人で GET 中学生以上一般

＜昼休み＞ 準備体操 タケルくん体操 

午後の部（13:00 開始予定）

8 大玉送り 全小学生

9 新・おやつをあげよう 幼児（保護者）

10 ボールころがし 高齢者 (60 歳以上 )

11 リレー

市こ連
スポーツ少年団・体育協会（子ども）
小学 4 ～ 6 年生（★）当日事前   

申込
中学生以上一般

12 綱引き
全小学生

中学生以上一般

13 大抽選会 全　員

14 閉会式 全　員

      楽しいプログラムが
        盛りだくさん！
●入場無料
●プログラム対象者は当日自由
　参加
● 飲食ブース出店（はびきの軽
   トラ市、ボランティア連絡協
   議会）
● 悪天候等による中止の決定は、
   当日午前 8:00 に決定
● 駐車場は、青少年児童センター
   グラウンドをご利用ください
● 駐輪場は、中央スポーツ公園北
   側駐車場をご利用ください
● ごみは所定の場所に捨てるか、
   各自お持ち帰りください

■問合せ■ スポーツ振興課 ☎ 072-958-1111  内線 4411 ＜主催 : 第 50 回市民体育祭実行委員会＞

６月 9 日㈰ 9:00 ～ 15:00
第50回羽曳野市民体育祭 in 中央スポーツ公園

問合せ　観光課（観光協会事務局）☎ 072-958-1111内線 2760問合せ　観光課（観光協会事務局）☎ 072-958-1111内線 2760

羽曳野特産デラウエア

 日 時　6 月15 日㈯ ～ 8 月 4 日㈰
         　10:00 ～15:00（14:00 最終受付）
 場 所　コロコロふれあいパーク横
   　　　（近鉄南大阪線駒ヶ谷駅下車すぐ）
 料 金　大人 900 円（中学生以上） 
　　　  小人 600 円
　　　 ３歳～６歳  500 円
●㈯㈰㈷は予約必要（予約専用ダイヤル 080-3832-6870）●お持ち
帰り用ぶどうの販売（量り売り）もあります。●天候などにより休園する
場合があります。●ぶどうの育成状況によって開催期間が変更する可能
性があります。●市営駐車場 2 時間分のサービス券有り。

※３歳未満
　　 は無料
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○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『自分を信じた100人の男の
子の物語』
ベン・ブルックス／文　
クイントン・ウィンター／絵
芹澤恵・高里ひろ／訳　
河出書房新社　
この本に登場する 100 人の
中には、誰もが知っている有
名人や歴史上の人物もいれ
ば、平凡な人生を送る中で、
偉業を成し遂げた人もいま
す。将来、こんな大人になり
たいと思う人が見つかるか
もしれませんね。

　　　6 月 30 日㈰　市内の図書館は全て休館となります。

おはなし会（6 月） 今月の特集・テーマ
東部図書館 12 日㈬ 10:30 ～ お家でゆっくり

羽曳が丘図書館 8 日㈯、22 日㈯ 15:00 ～ 空と宇宙とお天気の本

古市図書館 15 日㈯ 15:00 ～ 信じる？信じない？不思議世界

丹比図書館 22 日㈯ 10:30 ～ 舞台は図書館！

中央図書館 1 日㈯、9日㈰
15 日㈯、23日㈰ 13:30 ～ もずふる世界遺産特集

にほんのむかし（児童）

陵南の森図書館

2 日㈰、9日㈰
23日㈰ 11:00 ～

体をほぐす本
おてんきのほん（児童）

15 日㈯ 15:00 ～
16 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

ちびっこサロン　
日時　6 月 12 日㈬ 10:30 ～　場所　森のゆうびんきょく
大人のおはなし会
日時　6 月 8 日㈯ 14:00 ～　場所　陵南の森公民館　2 階　視聴覚室
プログラム　「とっつこう　ひっつこう」「三つの願い」ほか
主催　おはなしボランティアグループ「はびきの」／羽曳野市立図書館
※どなたでもご参加できます。

読んでみませんか？

　私
わたし

が小
しょう

学
がっ

校
こう

に上
あ

がる春
はる

を待
ま

たず、父
ちち

が他
た

界
かい

し、その後
ご

、母
はは

は幼
おさな

い姉
あね

と私
わたし

を
ひとりで懸

けんめい
命に育

そだ

ててくれました。
　母

はは

は、私
わたし

たちを起
お

こさないように
そっと寝

しん
室
しつ

をぬけ出
だ

し、朝
あさ

早
はや

くから
夜
よる

遅
おそ

くまで働
はたら

き、家
か

事
じ

をこなし、泥
どろ

のように眠
ねむ

る毎
まい

日
にち

でした。姉
あね

が結
けっ

婚
こん

し、私
わたし

が大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

して就
しゅう

職
しょく

しても
母
はは

は家
か

庭
てい

を支
ささ

えてくれ、65 歳
さい

を過
す

ぎ
て、ようやく自

じ
分
ぶん

の時
じ

間
かん

を持
も

てるよ
うになっても「やることをやってか
らゆっくりしたらいい」、「自

じ ぶ ん

分に厳
きび

しく、人
ひと

に喜
よろこ

んでもらうことをせな
あかん」といつもいそがしくしてい
ました。
　そんな母

はは

も 80 歳
さい

になり、入
にゅう

退
たい

院
いん

を
繰
く

り返
かえ

すことが増
ふ

えてきました。これ

までできていたことがひとつ、またひと
つと少

すこ

しずつ難
むずか

しくなっていき、２年
ねん

後
ご

の６月
がつ

、母
はは

との別
わか

れの時
とき

がきました。
　母

は は

の身
か ら だ

体は、すでに水
すい

分
ぶん

も栄
えい

養
よう

も
必
ひつ

要
よう

としなくなっていましたが、母
はは

は
食
た

べようと努
つと

め、まだ私
わたし

たちのために
生
い

きようとしてくれました。とうとう
目
め

を開
あ

ける力
ちから

もなくなり、母
はは

の小
ちい

さな
呼
こきゅう

吸を見
み

つめるだけの時
じ

間
かん

が過
す

ぎてい
きました。日

ひ づ け

付が変
か

わり、疲
つか

れもあっ
て姉

あね

と私
わたし

は、ほんの少
すこ

しだけ眠
ねむ

ること
にしました。母

はは

のわずかな変
へ ん か

化にも気
き

づくように母
はは

の顔
かお

に顔
かお

を寄
よ

せて、川
かわ

の
字
じ

になって横
よこ

になりました。一
いっ

瞬
しゅん

で眠
ねむ

りに落
お

ち、慌
あわ

てて起
お

きると、時
と

計
けい

の針
はり

は 20 分
ぷん

も進
すす

んでいて、その間
あいだ

に母
はは

は、
私
わたし

たちを起
お

こさないようにそっと息
いき

を
引
ひ

き取
と

っていました。あまりの母
はは

らし
さに姉

あね

も私
わたし

も涙
なみだ

が止
と

まりませんでした。
　急

きゅう

な知
し

らせだったにもかかわらず、
母
はは

の葬
そう

儀
ぎ

には大
おお

勢
ぜい

の方
かた

が駆
か

けつけてく
ださいました。そして遺

い
影
えい

を見
み

て、多
おお

くの方
かた

から「お母
かあ

さんらしい、いい
写
しゃ

真
しん

やね」と温
あたた

かいお声
こえ

を掛
か

けてい
ただきました。母

はは

は、言
い

っていたと
おり「人

ひと

に喜
よろこ

んでもらう」人
じん

生
せい

を歩
あゆ

んできたんだなぁと感
かん

じました。
　母

はは

との別
わか

れからもうすぐ３年
ねん

にな
ります。自

じ ぶ ん

分のことは勘
かん

定
じょう

に入
い

れず
に姉

あね

と私
わたし

のために尽
つ

くしてくれた母
はは

が自
じ

分
ぶん

らしく生
い

きられたか、幸
しあわ

せだ
ったかを考

かんが

えると今
いま

でも感
かん

謝
しゃ

と申
もう

し
わけない気

き
持
も

ちでいっぱいになりま
す。もし、「自

じ
分
ぶん

ができることで人
ひと

に
喜
よろこ

んでもらう」ことが母
はは

の喜
よろこ

びであ
り、幸

しあわ

せだったとすれば、今
いま

の私
わたし

に
できる親

おや
孝
こう

行
こう

は、人
ひと

に喜
よろこ

んでもらえ
る生

い

き方
かた

をすることだと思
おも

います。
　そんな私

わたし

に母
はは

は一
いっ

緒
しょ

にいてくれた時
とき

と同
おな

じように「お母
かあ

さんのことはいい
から、自

じ ぶ ん

分のせなあかんことしいや」
と言

い

ってくれるかもしれないけど。

『忘
もう

己
こ

利
り

他
た

』

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

『絵本作家のブルース』
長谷川 義史／著　
NPO 読書サポート　
九州の講演会直前、焼酎の
試飲会に連れていかれた
り、絵本ライブでは最前列
の子どもに「もう帰りたい」
と言われたり。絵本作家の
長谷川さんの愉快な日常を
描いたイラストエッセイ。
雑誌『この本読んで』の人
気連載が 1 冊の本になりま
した。
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防犯カメラ設置事業補助金
●制度の利用対象者
　　市内の自治会、町会その他これらに準ずる団体
●対象となる経費
　　防犯カメラの設置に要する経費（カメラや記録装置購入
　の費用、支柱の設置費用、電気工事代等）
　※保守点検、修理、電気料金等の維持管理に要する経費は自治
　　会等の負担
●対象となる要件
①防犯カメラの撮影範囲は、主に道路等の公共の用に供する
　場所とし、マンション等共同住宅の内部、駐車場、事業所、
　工場の敷地内などを撮影している場合は対象となりません。
②防犯カメラの設置、管理又は運用に関し、「羽曳野市防犯カ
　メラ設置基準」に適合する基準を定めていること。
③防犯カメラの設置に関し、他の補助金等の交付を受けてい
　ない、又は受ける予定がないこと。
●補助内容　　
　　防犯カメラ設置にかかった費用の 2/3 を補助します。た
　だし、補助金の上限は、カメラ1台につき20万円です。また、
　同一年度における一つの自治会等での申請台数の上限は３
　台までとし、補助金を受けた年度の翌年度（平成30年度に
　補助金を受けた団体）は、制度をご利用いただけません。
●注意点
①�警察署からの犯罪捜査の目的等、法律に基づき記録画像デ
ータの提供を依頼される場合がありますので、その際は、
各自治会等にて対応していただきます。
②�自治会等内での合意形成を図り、設置場所は事前に地域住
民に周知してください。　　　　
③�特に、防犯カメラの撮影範囲に入る家屋や事業所等の所有
者、入居者等には、個別に了承をもらってください。

④設置区域内の見やすい場所に防犯カメラを設置して
　いる旨の標識等を設置してください。
⑤道路等に設置する場合にあっては、あらかじめ道路
　管理者（市・府等）の許可を得てください。
⑥防犯カメラに記録された画像は、機械の点検等、特
　に必要な場合以外の表示、および①の場合を除いて、
　外部への提供は禁止します。
⑦抽選（申込多数の場合）により交付団体を決定します。
★抽選参加申込期間
　６月３日㈪～６月14日㈮�９:00 ～ 17:30（平日）
　指定の抽選申込書により抽選の申込をして頂きます。
★抽選日　　
　６月17日㈪ 15:00 ～
　交付団体が決定した後、補助金交付申請を行って頂
　きます。
★申請期間
　６月17日㈪～７月31日㈬
　※申請時に必要な書類（抽選で補助が決定した団体）
・防犯カメラ設置事業計画書
・自治会等の規約
・自治会等の役員名簿
・防犯カメラ設置が自治会等の総意であることを証する書類等
・防犯カメラの撮影対象区域の住民等の同意書
・自治会が定めた防犯カメラ管理運用に関する規定
・防犯カメラ管理責任者届出書
・防犯カメラ配置予定図
・防犯カメラ設置費見積書
・防犯カメラの仕様書
・その他市長が必要と認める書類

　　　自治会等が防犯カメラを設置される際の
　　　　　　　　費用の一部を補助いたします！

［問合せ］危機管理室 災害対策課 ☎ 072-958-1111 内線 2712・2713

みんなで防ごう土砂災害 土砂災害防止月間　 6 月 1 日㈯～ 6 月 30 日㈰
がけ崩れ防災週間　 6 月 1 日㈯～ 6 月 7 日㈮

　近年、異常な集中豪雨により、土石流、がけ崩れなどの土砂災害が発生し、人命・家屋
などに大きな被害が出ています。今年もまた、土砂災害の起こりやすい長雨の季節となり
ました。土砂災害に対する備えや、避難場所などをこの機会に再確認しましょう。

◆災害に備えた日頃の準備
①日頃から天気予報や注意報に
関心を持ちましょう。
②避難場所、避難経路を確認し
ましょう。
③緊急時に必要な用品を準備し
ておきましょう。

～防災情報を
     手軽にあなたのもとへ～

QRコードを読み
とり、空メール
を送信。登録用
URLにて登録作
業を行ってくだ
さい。
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　舌がんは、口の中にできるがんとしては、最も多い
ものです。舌がんは、舌の先端や真ん中にできること
は少なく、舌の左右面に硬いしこりがあり口内炎のよ
うに見えるものや白斑として出現することが多いです。
　舌がんの原因ですが、虫歯のためにとがってしまっ
た歯や、合わない入歯などにより舌が刺激を受け続け
ることに加えて、喫煙・飲酒といった生活習慣による
舌への刺激によりできるのではないかと考えられてい
ます。
　初期の舌がんは、口内炎とよく似ており判断が難し
いときがありますが、口内炎の薬を使用して2 週間近
くたっても全く治らないようであれば舌がんの可能性
もありますので、歯科を受診してください。
　また、口の中に傷ができているような方は、早めの
受診をお勧めします。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　上野山歯科医院　上野山雄央

　　　　　舌
ぜつ
がんについて

「年金振込通知書」は大切に保管しましょう 　国民年金の任意加入制度について

【問合せ】
■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
[ 平　日 ] 8:30 ～17:15  ※㈪は19:00 まで　
[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
※電話は自動音声案内です。⑤で所員が対応します。
※時間や時期により混み合っている場合がありますので、
　何度かおかけ直し願います。

付加年金について
■�毎月の定額保険料に400 円の保険料を加えて納めると、
老齢基礎年金受給額を増額できるお得な制度です。

■��受給額は付加保険料を納めた月数×200円がＵＰ。
　例えば10年間納付 (120カ月 )×200円、年間受給額は
　24,000 円。65歳から20 年間受給で480,000 円の計
　算となります。
■任意加入制度中 (65歳まで )も加入できます。
※1号（国民年金）被保険者で定額納付されている方や産前
　産後の保険料免除を適用される方（出産予定日の前月から
　4カ月間）のみに限定され、２号 ( 厚生年金等 )被保険者
　や３号 (２号の扶養 )被保険者、一部免除等を受けている
　方よおび国民年金基金に加入されている方は申込できません。
■�受付は市役所年金担当・支所まで。年金手帳（基礎年金番
号がわかるもの）、印鑑等が必要です。また、申出月から
の加入となりますのでお早めに！

●�国民年金・厚生年金・船員保険の「年金振込通知書」は
毎年6月に送付されます。１年間の支払予定額が記載され、
各種手続きに必要となる場合があります。

※年に1回送付となりますので大切に保管しておいてください。
※年度の途中で金額の変更や受取金融機関の変更があった��������
　場合は「年金振込通知書」が変更の都度に送付されます。

◆国民年金は20歳以上60歳以下の方が加入することになってい
ますが

①�なにかしらの理由で老齢基礎年金受給資格期間の10年に満
たしていない！
②年金額を満額(480カ月)に近づけたい！
③カラ期間等で受給資格期間はあるが少しでも年金額を増額し　
　たい！　
④海外に居住している日本人だが将来に備え加入しておきた　
　い！
　①②③でお考えの方は60歳から65歳になるまで
　④の方は20歳～60歳に国民年金に任意加入できます。
◆�さらに任意加入しても65歳で受給資格期間の10年を満たす
ことができない方は、70歳になるまでの間に受給資格期間を
満たすまで加入することができます。
◆�受付は市役所年金担当まで。年金手帳（基礎年金番号がわか
るもの）金融機関の口座通帳・銀行印等が必要です。ほかに
書類等が必要になる場合もありますので詳しくはご相談くだ
さい。また、申出月からの加入となりますのでお早めに！

　後頚部のこりは、後頚部と両側頚部から肩部に
かけての、また、後頚部から背部にかけての筋群
のこり、不快感、鈍痛、圧迫感の総称と考えられ、
その主な筋肉は僧帽筋上部、肩甲挙筋などです。
人間の身体の部分で最も重い頭部を支えている
のですから、頸部にかかる負担は相当なものとい
えます。首のこりは、ごくありふれた症状ではあ
りますが、その原因となるのは、血圧異常からく
るもの、頸椎の変形、内臓疾患からのもの、周
辺の痛みなど知覚異常に起因するもの、むち打ち
症などの外傷によるものなど、多岐にわたってい
ます。
　対策としては、姿勢の改善、運動療法（ストレ
ッチ、肩こり体操など）、リラクゼーションなどが
ありますが、簡便な方法で、首の後ろの「ぼんの
くぼ」の両側、僧帽筋の外縁で頭蓋骨の下縁と交
わっているところにある「天柱」というツボに左
右母指を当てて、いくぶん持ち上げるように押す
と、少し痛いながら心地よい響きが得られ、こりが
やわらぐことがあります。
                  
　　　　　　 （はびきの鍼灸マッサージ師協会）
　　　　　　　　　　　　☎ 072-958-5764
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━
━
━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15も開放
※お 休 み⇨  6日㈭ 12日㈬ 26日㈬
※身体測定（毎月第1㈬）⇨  5日㈬　※お誕生会⇨  27日㈭

20日㈭　10：00～11：30　
13日㈭　11：00～11：30（毎月第2㈭） 
12日㈬  10:00～11:30  「どろんこあそびを楽しもう」

3歳以上の子どもとその保護者対象 （平成27年4月2日～平成28年6月30日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：青少年センター2階
【持物】着替え・タオル・お茶・帽子　※ひつじさんと一緒にあそぼう※

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）
※子育て支援センターむかいのは、青少年児童センターで事業を行っています。

━
━

━

━

6日㈭　10：00～11：30　
（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）
26日㈬　10:00～11:30

（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）
12日㈬　10:00～11：30

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：青少年センター2階
【持物】着替え・タオル・お茶・帽子　※よっといで３才児さんと一緒にあそぼう※

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）
ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　6月6・13・20・27日　㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

3 歳 児 教 室

双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※3日㈪、4日㈫、28日㈮はお休み
※17日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定19日（毎月第3㈬） ※12日はお休み
隔週㈭　Ｈ29．4．2生～Ｈ29．12．31生対象
6日、20日
隔週㈭　Ｈ28．4．2生～Ｈ29．4．1生対象
13日、27日はのびのび教室「米粉粘土遊び」
Ｈ27．4．2生～Ｈ28．4．1生対象
28日㈮　「米粉粘土遊び」
25日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

（※毎月第4㈫）
17日（毎月第3㈪）
24日㈪

日 時
内 容

21日㈮　10：15～11：30
ミニ運動会

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

6日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

13日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成29年4月生まれ～平成30年3月生まれ

日 時
内 容

27日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室（対象）平成27年4月生まれ～平成29年3月生まれ

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（21日㈮は除く）
※11日㈫リズム、25日㈫おえかき園庭開放時間など…

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● お申し込みの必要はありません。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集中！＞
　ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力会員を
募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいかしたい』という
方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけ
ませんか？ 詳しくは、下記までお気軽にお問合せください。
古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

━

━

━

━

日 時

場 所

内 容

対 象

申 込

6月18日、25日㈫　10：00～11：30

子育て支援センター2階 （向野3-1-33）

定員10組　2回セットの教室です
＜講師＞18日：松永 幸枝氏　25日:保健師

平成31年1月生まれ～3月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

6月3日㈪～7日㈮　子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

こもも教室　ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち参加無料

━
━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

7月8日㈪　10：00～11：30
羽曳野市役所　別館3階会議室
定員30組（保育20人※保育は生後5ヶ月～）
＜講師＞柏原羽曳野藤井寺消防組合
ファミリー・サポート・センター会員　就学前の子どもとその保
護者、または一般参加希望の方　※羽曳野市民に限る
6月24日㈪～28日㈮　子育て支援センターむかいの・ふるいち
へ電話か直接申し込み、または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

「子育て講座」  乳幼児のケガの処置と心肺蘇生（AED実技あり）参加無料

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716
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●こどもステーション6月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）
☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

6日㈭ 時間要相談 「ひとりで悩まないで相談室」 参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

1・8・15・22・29日㈯ 11:00～12:00
　「さんすう科学くらぶ」 「思考力」を身につけます。　29日は科学であそぼう
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有500円

1・15・29日㈯ 13:30～15:00　「図工くらぶ」
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有500円

8・22日㈯ 14:00～15:00　「英語くらぶ」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！ 会費:2,000円 ※体験有500円

1・8・15・22・29日㈯・10:00～10:50　「国語くらぶ」　会費:3,000円（要教材費）
　「聞く力をつける」集中・言葉トレーニングで国語力を身につけよう！ ※体験有500円

14・28日㈮ 17:30～20:00、1・8・15・22・29日㈯ 11:00～14:00
「みんなの広場」　学習支援とこども食堂。幼児～年配の方まで異年令・異
世代の交流をしています。参加費少しいただきます。（保険・食事代）

㈪～㈮ 10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
会員登録の方は㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎も可

毎週㈬㈭㈮ 12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)※事前予約で別日も可。
歌おう会は第1・第3㈮（12：30～13:30）

「おやおやくらぶ」 10:45～11:30　参加費：無料
7・14日㈮ うた・絵本読み聞かせ　28日㈮ おしゃべりサロン
ほっとタイム ㈪～㈮ 10：00～16:00　参加費：無料(弁当持参可)

17日㈪ 16:00～17:00 「こどもの手編みくらぶ」
　会費：月1回700円（教材費別途） 対象：小学生以上 ※体験有500円

9日㈰ 10:00～13:00　「農業くらぶ」　会場：れんげ農場
　参加費 大人:800円　3歳～小学生:600円

施設名 未就園児教室名 電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）
「砂場であそぼ！」古 市 幼 稚 園 う さ ぎ 組 958-3359   6月13日㈭ 9：30～10：30
「一緒にあそぼ！！」古 市 南 幼 稚 園 たん ぽ ぽ 広 場 958-7616   6月  4日㈫ 9：30～10：30

丹 比 幼 稚 園 チューリップ教室 954-0230 「泥んこ遊びをしよう！」  6月18日㈫ 9：30～10：30
埴 生 南 幼 稚 園 ひよこ組 教 室 957-0212   6月  5日㈬ 10：00～11：00「いっしょに遊ぼう！（水筒とタオルをもってきてね）」

白 鳥 幼 稚 園 なかよしランド ひよこ組 958-2601 「元気に遊ぼう」  6月28日㈮ 10：00～11：00

「砂場であそぼう！！」西 浦 幼 稚 園 あ ひ る 教 室 958-3538   6月11日㈫ 9：00～10：00

埴 生 幼 稚 園 ぴよぴよくらぶ 955-1062 「園庭・砂場で遊ぼう」  6月12日㈬ 10：00～11：00

こども未来館たかわし（認定こども園） う さ ぎ 組 955-0730 「リズムで遊びましょう（曲に合わせて手遊びや仲良し遊び）」  6月11日㈫ 9：30～10：30

  6月12日㈬恵 我 之 荘 幼 稚 園 う さ ぎ 教 室 938-0017 「泥んこ遊びしよう」10：00～11：00
高 鷲 南 幼 稚 園 げんきっきくらぶ 955-1624 「いっしょにあそぼ！」  6月10日㈪ 9：30～10：30

施設名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

さかとがはらこども園
（認定こども園） 956-6246 10：00～11：308日、22日㈯

雨天中止
㈪～㈮15:30～17:00

（要予約）
明の守ようきこども園
（認定こども園） 第2㈭ 雨天中止   10：00～11：30954-9630

㈪～㈮13:00～15:00
（要予約）

高 鷲 保 育 園 953-3883 18日㈫  感触あそび10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時

誉 田 保 育 園 958-2525 第2、第4㈯ 園庭開放と同時に室内（ホール）も開放（雨天可）10：00～11：30
郡 戸 保 育 園 15日㈯  8:45～12：30  運動会938-5280

はびきの保育園 7日㈮ 10：00～ 子育てサロン「園庭遊び」（雨天：運動遊び）958-3328
島 泉 保 育 園 953-4624 4日㈫ 10：00～ 子育てサロン「新聞紙で遊ぼう」
軽 里 保 育 園 958-3338
下 開 保 育 園 958-3318

11日㈫  リズム、　25日㈫おえかき10：00～11：30㈫㈮（21日㈮除く）四天王寺悲田院保育園 957-7517

ベビーハウス社協保育園 930-0240 10：00～11：00ベビっこひろば5日㈬

高 屋 保 育 学 園
（認定こども園） 957-1234 毎週㈫㈭ 15：15～16：45

10日㈪ 10：00～10：40　マイケルと遊ぼう！
　　　　（2～5歳児の親子)要予約
20日㈭ 10：30～11：00　親子リズムdeあそぼう
　　　　（1～5歳児の親子)予約不要（先着20組まで)
※園開放も同時開催 10:00～11:30

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 保 育 園 953-2071

あおぞら保育園 950-1105 6日、13日㈭  10：00～11：30　げんきっこクラブ10：00～11：0027日㈭

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

教
育
施
設
の
子
育
て
支
援

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

「園児と一緒に遊ぼう（園庭で遊ぼう）」  6月12日㈬ 9：30～10：30羽 曳 が 丘 幼 稚 園 かん が るー 組 958-7201
西 浦 東 幼 稚 園 にこにこくらぶ 957-7200 「泥んこ遊びをしよう」  6月10日㈪ 9：30～10：30

駒 ヶ 谷 幼 稚 園 わ くわ く体 験 958-8776 「一緒に遊ぼう！（お話・手遊び・仲良し遊び）」  6月18日㈫ 10：00～11：00

つどいの広場　6月

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

  7日㈮　10：30～11：30 布バッグに絵を書こう
14日㈮　10：30～11：30 父の日制作
21日㈮　10：30～11：30 ポップコーンを作って食べよう
28日㈮　10：30～11：30 うちわに絵を書こう
NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

11日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　11：00～12：00 かきくけ子育て
　　絵本の読み聞かせ、誕生日会、工作。　子育ての疑問を保健師と話す。
13日㈭ 10：30～11：30 おもしろ歯医者さんのためになる話　子どもの歯について学ぶ。
25日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び。

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

子育てサポートくるみ 羽曳野市壺井508-1
☎ 072-957-3282　ＦＡＸ 072-958-4089
http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
開催される月の1日より電話で予約の受付

リズム遊びと泥遊びの会　11日㈫ 10：00～11：00　申込不要
対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども
リズム遊び。（動きやすい服装で時間厳守でお越しください）

赤ちゃんの子育て＆給食体験　20日㈭ 9：30～11：00　要予約 離乳食付き、子ども400円
対象：1歳半ぐらいまでの赤ちゃんとその保護者
赤ちゃんの生活は一部分をとりだして、見ていくことは出来ません。睡眠、
遊びなどについて気軽に相談してみませんか？

給食体験　11日㈫ 11：30～12：00　要予約 大人600円・子ども400円 先着3組
対象：2歳の誕生日を過ぎた子どもとその保護者
親子でくるみの食事を食べていただきます。野菜たっぷりで和食中心の薄
味の食事を食べてみませんか？

体験保育　29日㈯  9：30～14：00　要予約 大人900円・子ども600円 
くるみの生活（遊び、リズム、食事）を体験後、午後より懇談（12:30～14:00）

12：00～14：00は園児は昼寝になります。静か
に休息の時間としてお使いください。また、菓子
・ジュース類の持ち込みはご遠慮ください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━
━
━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場
おはなしの広場
よっといで３才児

就学前の子どもとその保護者対象
㈪ ㈬ ㈭ 10:00～11:30　㈭のみ15:00～16:15も開放
※お 休 み⇨  6日㈭ 12日㈬ 26日㈬
※身体測定（毎月第1㈬）⇨  5日㈬　※お誕生会⇨  27日㈭

20日㈭　10：00～11：30　
13日㈭　11：00～11：30（毎月第2㈭） 
12日㈬  10:00～11:30  「どろんこあそびを楽しもう」

3歳以上の子どもとその保護者対象 （平成27年4月2日～平成28年6月30日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：青少年センター2階
【持物】着替え・タオル・お茶・帽子　※ひつじさんと一緒にあそぼう※

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）
※子育て支援センターむかいのは、青少年児童センターで事業を行っています。

━
━

━

━

6日㈭　10：00～11：30　
（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ）
26日㈬　10:00～11:30

（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）
12日㈬　10:00～11：30

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）
【場所】向野保育園（現地集合・解散）　雨天：青少年センター2階
【持物】着替え・タオル・お茶・帽子　※よっといで３才児さんと一緒にあそぼう※

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）
ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　6月6・13・20・27日　㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

て く て く 広 場

の び の び 広 場

3 歳 児 教 室

双 子 の 広 場

誕 生 会
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※3日㈪、4日㈫、28日㈮はお休み
※17日身体測定（毎月第3㈪）
㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定19日（毎月第3㈬） ※12日はお休み
隔週㈭　Ｈ29．4．2生～Ｈ29．12．31生対象
6日、20日
隔週㈭　Ｈ28．4．2生～Ｈ29．4．1生対象
13日、27日はのびのび教室「米粉粘土遊び」
Ｈ27．4．2生～Ｈ28．4．1生対象
28日㈮　「米粉粘土遊び」
25日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪

（※毎月第4㈫）
17日（毎月第3㈪）
24日㈪

日 時
内 容

21日㈮　10：15～11：30
ミニ運動会

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

6日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

13日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成29年4月生まれ～平成30年3月生まれ

日 時
内 容

27日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室（対象）平成27年4月生まれ～平成29年3月生まれ

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（21日㈮は除く）
※11日㈫リズム、25日㈫おえかき園庭開放時間など…

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● お申し込みの必要はありません。

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集中！＞
　ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力会員を
募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいかしたい』という
方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけ
ませんか？ 詳しくは、下記までお気軽にお問合せください。
古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

━

━

━

━

日 時

場 所

内 容

対 象

申 込

6月18日、25日㈫　10：00～11：30

子育て支援センター2階 （向野3-1-33）

定員10組　2回セットの教室です
＜講師＞18日：松永 幸枝氏　25日:保健師

平成31年1月生まれ～3月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

6月3日㈪～7日㈮　子育て支援センターむかいのへ電話か直接
申し込み、または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

こもも教室　ベビーマッサージ・赤ちゃんの育ち参加無料

━
━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

7月8日㈪　10：00～11：30
羽曳野市役所　別館3階会議室
定員30組（保育20人※保育は生後5ヶ月～）
＜講師＞柏原羽曳野藤井寺消防組合
ファミリー・サポート・センター会員　就学前の子どもとその保
護者、または一般参加希望の方　※羽曳野市民に限る
6月24日㈪～28日㈮　子育て支援センターむかいの・ふるいち
へ電話か直接申し込み、または子育てネットから申し込み
※応募多数の場合は抽選

「子育て講座」  乳幼児のケガの処置と心肺蘇生（AED実技あり）参加無料

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。
種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

6 月 14 日㈮ 平成 31年 2 月1日～15 日生まれ

6 月 28 日㈮ 平成 31年 2 月16 日～28 日生まれ

7 月 12 日㈮、26 日㈮ 平成 31 年 3 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

6 月 25 日㈫、26 日㈬ 平成 29 年 11 月生まれ

7 月 23 日㈫、24 日㈬ 平成 29 年 12 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

6 月 11 日㈫、12 日㈬ 平成 28 年 12 月生まれ

7 月 9 日㈫、10 日㈬ 平成 29 年 1 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

6 月 4 日㈫、5 日㈬ 平成 27 年 12 月生まれ

7 月 2 日㈫、3 日㈬ 平成 28 年 1 月生まれ

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜あじさいコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 6 月 13 日㈭
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
（ランチ付き）歯科健診

2 回目 7 月 11 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 7 月 20 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 7 月 25 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※ 9・10 月出産予定の初産婦の方を優先。
※全４回の参加が難しい場合、3 回目のみの参加も若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育なし
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 日　時 ] 7 月 25 日㈭ 14:00 ～ 16:00
[ 場　所 ] 保健センター 4 階　
　身体計測・助産師と保健師による育児相談・
絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。
◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり
[ 日 時 ] 6 月 19 日㈬・7 月 17 日㈬ のいずれか 1 日
　　　　13:15 ～ 15:30（受付：13:00 ～）
[ 対 象 ] 4 カ月児健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
[ 場 所 ] 保健センター  3 階

◆ことばの相談◆　※予約制
「話し出す時に出だしがつまる」「正しく発音できない」「こ
とばを繰り返し言う」「コミュニケーションがとりにくい」
など、こどもの発音・吃音・言葉の遅れなど気になる方は一
度ご相談ください。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■こども医療でんわ相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

◆予防接種◆
　（母子健康手帳と予診票・子ども医療証など住所の確認できるものを提示）
＜集団接種＞（ＢＣＧ）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種
していないお子さんは、健康増進課（保健セ
ンター）にお問い合わせください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成 31（2019）年度健康だより」、ウェブサイト参照。

夏に向けて、蚊の発生対策をお願いします！
　夏が近づき、野外などでイベントが増え
るにつれ、蚊に刺される機会も増えてきます。
　近年、海外では、病原体を持った蚊に刺
されることにより病気になるデング熱やジ
カウイルス感染症などの「蚊媒介感染症」
が流行しています。また、海外からの渡航
者ならびに海外からの帰国者が、海外で感
染し、日本で発症した事例が報告されてい
ます。平成 30 年は、大阪府でも 21 人の方でデング熱を発症し
た報告がありました。全て海外で感染した方でしたが、発症して
いる人が日本で蚊に刺されると、その蚊によって国内で他の人へ
感染が広がる可能性があります。今の時期から、蚊に対しての対
策をお願いします。
　また、海外の蚊媒介感染症が流行している地域に行く際も、蚊
に刺されないようにしましょう。

● 幼虫対策（9 月頃まで）
庭先、家の周りなどには雨水がたまる植木鉢の受け皿、バケツ、
空き缶やペットボトルなどを放置しないようにしてください

（ボウフラの発生源をなくすため）。
● 成虫対策

まめに草刈りをするなど、蚊が潜む場所を減らしましょう。
● 蚊に刺されないために

家屋内に侵入することもあるため、防虫網などによって蚊の侵
入を防ぎましょう。草むらなどに入るときは、肌の露出しない
ような服装で、長そで、長ズボンの着用をしてください。虫よ
けスプレーや蚊取り線香の併用も効果的です。

潜伏期間とは：蚊などに刺されてから症状がでるまでの期間
＜参考資料＞

「蚊媒介感染症に注意しましょう」大阪府ホームページ
　http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/kabaikai.html

「蚊に注意！～蚊媒介感染症にかからないために～」大阪府チラシ（平成 30 年 3 月作成）
　http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/23711/00259237/kari-furetto.pdf

「蚊媒介感染症」厚生労働省ホームページ＊厚生労働省作成の啓発ツールはこちらに転載されています。

　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164483.html

潜 伏 期 間 症　　状

ジカウイルス
感染症 2日～12日

発熱、発疹、関節痛、結膜炎
などがあるが、症状が軽いか
無症状であることも多い。妊
婦が感染すると、胎児の小頭
症を引き起こすことがある。

デング熱
チクングニア熱

2日～15日
(多くは3日～7日 )

突然の高熱 (38 度以上 )、
頭痛、筋肉痛、関節痛、発疹、
結膜炎など

マラリア
( 熱帯熱マラリア )
1週間～3週間
(その他のマラリア )
10日～4週間

発熱、悪寒、戦慄、頭痛、
全身倦怠感、時に腹部症状
や咳、重症では脳症など。

日本脳炎 6日～2週間
発熱、消化器症状、全身倦
怠感、意識障害、けいれん
など
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●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX での申し込みは不可。

◆定期健康相談・栄養相談 6 月 5 日㈬ 午前中 ※要予約

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 7 月 4 日㈭、9 月 9 日㈪
陵南の森 7 月 11 日㈭ コロセアム 9 月 11 日㈬

石川プラザ 9 月 18 日㈬ MOMO プラザ 9 月 26 日㈭

乳がん・子宮がん集団検診
受診券 ( オレンジ色もしくは黄色の受診券ハガキ ) が必要

乳 が ん：1978 年以前の西暦偶数年生まれの女性
子宮がん：1998 年以前の西暦偶数年生まれの女性

コロセアム 7 月 8 日㈪
保健センター （乳）9 月 12 日㈭

（乳） ━ 乳がん検診のみ実施となります。
6月分受付中（定員に達している場合があります。ご了承ください。）

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 6 月 21 日㈮、27 日㈭
コロセアム 6 月 3 日㈪ 石川プラザ 6 月 11 日㈫

乳がん・子宮がん集団検診 ( 対象は上記参照 )
保健センター 6 月 17 日㈪

＜がん検診（集団検診）＞※予約制
令和元年度分 7 ～ 9 月分を 6 月 6 日㈭ 9 時から受付します。
・詳細は 4 月号広報と一緒に配られた「平成 31（2019）年度健康

だより」か市ウェブサイトを参照
胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料、乳がん検診は1,000 円
※生活保護受給者は無料 ※受給証明書が検診当日必要

費
用

このページについて
詳しくは
ウェブサイトを
ご覧ください。

6 月は食育月間です！
毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみましょう。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

 ※風しん抗体検査については、保健所までお問い合わせください。

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

6月4日から10日は歯と口の健康週間です！
＜成人歯科健診・骨粗しょう症検診＞
　成人歯科健診（無料）

対象：昭和 58・53・48・43・38・33・
28・23 年生まれの  市民（受診券必要）
個別健診と集団健診のどちらかを選択。
個別健診は羽曳野市内の指定歯科医院にて令和 2 年 3 月
31 日まで受診可。（受診券必要）。※受診券は 4 月上旬発
送のため、届いていない方は保健センターまで。

　骨粗しょう症検診（無料） 
対象：受診時満 35 歳以上の市民
集団検診のみ。足のかかとにて超音波検査を行い骨密度を測定。

■集団健診(※予約制 無料） ＜歯科健診と骨粗しょう症検診＞
保健センター：6 月 18 日㈫・7 月 31 日㈬
※骨粗しょう症検診のみも可。成人歯科健診対象の方は骨

粗しょう症検診とセットで受診可能。

【学ぶで～健康シリーズ（随時受付中！）】
教室を受講してあなたの健康度をアップしましょう☆

　[ 対象 ] 羽曳野市民

★学ぶで～スクエアステップ
[ 日時 ] 6 月 20 日㈭
13:30 ～ 15:30 （13:15 ～受付）

[ 場所 ] 陵南の森
[ 定員 ] 30 人（先着順）

その他の教室メニュー
運動メニュー

13:30 ～ 15:30
学ぶで～姿勢改善
場所：市役所別館

7 月 25 日㈭

栄養メニュー
10:00 ～ 12:00

学ぶで～災害時の食事
場所：保健センター

9 月 4 日㈬

歯科メニュー
13:00 ～ 15:00

学ぶで～災害時の口腔ケア
※ 歯科健診つき

場所：保健センター
9 月 6 日㈮

10 月～ 3 月分はウェブサイトまたはちらしをご覧ください。

予 約 制

小児科の土曜・休日夜間診療
（南河内北部広域小児急病診療事業） の休診について
6 月より診療日の１５時以降で　羽曳野市に ｢ 暴風警報 ｣｢ 大雨
警報 ｣｢ 洪水警報 ｣｢ 特別警報 ｣ のいずれかが発表された場合、休
診となります。

親子クッキング以外は無料・場所はすべて保健センター
❶～❸についての注意

参加されるご家族からのみ申し込み可能。
対象外のお子さんはご遠慮ください。

❶キッズクッキング●　（先着 10 組）
お子さんにたくさんの食体験をさせてあげましょう。包
丁を使って材料を切ったり…丸めたり…楽しいですよ♪
[ 日　時 ] 7 月 25 日㈭、7 月 30 日㈫のいずれか１日

13:00 ～ 15:00
[ 対　象 ] 4 歳～就学前までの幼児とその保護者

❷親子クッキング●　（先着 10 組）
食生活改善推進員（愛称：食改さん）が楽しい食育のお
話や調理実習を一緒に行います。
[ 日　時 ] 8 月 6 日㈫、8 月 7 日㈬のいずれか１日

10:00 ～ 13:00
[ 対　象 ] 小学生の子どもとその保護者
[ 受講費 ] 1 組（親子 2 人）500 円 

子ども 1 人追加につき＋ 200 円

❸夏休みおやこ健康教室●　（先着 10 組）
夏休みにおやこで健康について学んでみませんか？
[ 対　象 ] 小学生とその親（孫と祖父母での参加は不可）

8 月 23 日㈮
10：00 ～ 15：00

・健康のお話 
・お昼ごはん作り（昼食付き）

❹きらり☆わたしの美活●　（先着 20 人）
女性の健康づくりの講座です。
[ 対　象 ] おおむね 30 ～ 50 歳代の市民（女性）

9 月 19 日㈭
9：30 ～ 15：00

・更年期との付きあい方のお話
・ヒップアップと骨盤底筋を鍛える運動
・美しくなるためのレシピ（ランチ付き）
・アンチエイジングにきく正しい歯磨き方法

詳しくは羽曳野市ウェブサイト・チラシなどをご覧ください。

6 月 4 日㈫ 9：00 から受付開始

お知らせ
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街かどから・・・

羽曳野市少年軟式野球連盟
第 41 回羽曳野市長杯大会結果
　平成 31 年 3 月 31 日㈰～ 4 月 14 日㈰にかけて、
石川スポーツ公園第４グラウンドにて同大会が開催さ
れ、熱戦が繰り広げられました。大会の結果は次のと
おりです。
優   勝　羽曳野イーグルス
準優勝　羽曳野タイガース
第３位　羽曳野ブラックイーグルス

軟式野球連盟会長杯大会結果
　３月 17 日㈰～４月 21 日㈰にわたり、グレープヒル
スポーツ公園ほかで、B 級９チーム、C 級 21 チームに
よる白熱した試合が繰り広げられ、次のチームが栄えあ
る栄冠を手にしました。

【Ｂ級】優勝　羽曳野市役所　　準優勝　丹比荘病院
【Ｃ級】優勝　 THE 通天閣　　 準優勝　ロールキャベツ

第９回羽曳野 GGC グランドチャン
ピオン大会
　4 月 12 日㈮、健  
康ふれあいの郷グラ
ウンド・ゴルフ場に
て、月例大会（昨年
度）の上位 72 人で
競う同大会が開催さ
れました。上位の選
手にはスポーツサン
ビーム様からグラウンド・ゴルフ用品が贈られました。
なお、準優勝と第３位の方は、同スコアだったためニア
ピンによるプレーオフで順位が決定しました。

優   勝　西脇　敏子　(52)
準優勝　川野　博文　(54)
第３位　喜多村　俊治　(54)（敬称略、数字は合計打数）

第 4 回春季羽曳野市
グラウンド ･ ゴルフ大会結果
　4 月 16 日㈫、中央スポーツ公園で同大会が開催され、
220 人が参加しました。結果は次のとおりです。
　　　　　　（男性の部）　　　　　（女性の部）
　優　勝　　橋本　猛男　　　　　後藤　典子
　準優勝　　平岡　靖春　　　　　 麓　松子
　第３位　　橋田　勝　　　　　　金子　節子
　第４位　　川野　博文　　　　　伊藤　妙子
　第５位　　阿部　常正　　　　　高木　悦子　　
                                                           （敬称略）

歯と口の健康週間
『全大阪よい歯のコンクール』

　大阪府歯科医師
会 等 が 主 催 す る

「第 68 回全大阪よ
い歯のコンクール
羽曳野市地区予選
会」が 4 月 18 日
㈭、保健センター
で開催されました。
この予選会には、市の 3 歳 6 ヵ月児健康診査を受けた
754 人の子どもたちの中から、元気な歯を持つお子さん
とその親 11 組が選出されました。市歯科医師会の覚道
先生による審査の結果、最優良親子に鈴木杏ちゃん親子

（古市）が選ばれ、全大阪よい歯のコンクール中央審査会
への参加権が得られました。また、優良親子に宇都宮瑠
花ちゃん親子（島泉）と、山元胡音ちゃん親子（羽曳が丘）
が選ばれました。

緑の少年団入団式
　４月６日㈯に羽曳野市役所で緑の少年団の入団式が開
催され、式典には新入団員 12 人を含む 33 人が参加し
ました。新入団員の元気いっぱいの入場行進で始まり、
活動発表の練習や野中宮山古墳などの散策、ミニトマト
の植え込みなど、楽しいひと時を過ごしました。
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高機能消防指令センター運用開始　
　柏原羽曳野藤井寺消防組合では、平成 30 年度から
約 1 年をかけ更新整備を進めてまいりました高機能消
防指令センターの運用開始式を平成 31 年 4 月 19 日
㈮に行いました。当日は、当消防組合管理者冨宅柏原
市長、副管理者北川羽曳野市長、國下藤井寺市長、そ
の他関係者にご出席頂き、運用開始のテープカットを
行いました。今回整備された高機能消防指令センター
では、多種多様な災害に応じた迅速かつ的確な判断が
求められる指令管制の業務を支援するために GPS( 衛
星利用測位システム ) を装備することにより、消防車
両の出場から災害現場到着までの時間短縮および部隊
の動態管理機能の強化を図りました。また、増加する
救急需要をはじめ、地震や風水害など大規模災害に的
確に対応していくために、情報収集機能を強化しまし
た。消防組合ではこれらの機能を活用し、火災や救急
搬送、災害時の対応を強化し防災体制の更なる充実に
努めてまいります。

緑化に向けた取り組み　
　4 月29日（昭和の日）、第 11 回目となった「グリー
ンフェスタはびきの」を峰塚公園で実施しました。峰
塚中学校吹奏楽部の演奏でオープニングを飾り、西浦
幼稚園の園児らによるパフォーマンスなどが行われ、
会場は笑顔であふれていました。イベントでは緑の少
年団を中心に、緑化アピールや募金活動や、会場を訪
れた方へはオリーブ苗などの配布を行い、植物の大切
さや緑に感謝するよい機会になりました。同時開催で、
日本遺産「竹内街道」を歩きながら「旧オキナ酒造場」
の一般公開も行われました。

はびきの市民フェスティバル　
ー 白鳥伝説 はびきの祭 ー

　5 月 5 日（こどもの日）、峰塚公園で羽曳野市最大
級のイベント「市民フェスティバル」が開催されまし
た。会場では子どもたちに楽しんでもらおうと、人気
アニメキャラのステージショーやご当地ヒーロー「英
雄戦隊コーダイガー」もやってきました。同イベント
にはたくさんの方々が集まり、家族連れなどでにぎわ
いました。

イチジクのミライ
　JA グループ大阪と大阪府で取り組まれている『第 3
回おおさか No‐1 グランプリ』にてイチジク農家の
藤井貫司さん（誉田）
がグランプリを獲得さ
れました。コンテスト
は、若手農業者のチャ
レンジ意欲や企画・営
業、経営モデルの構築
を目的とし、藤井さん
は「イチジク革命」と
題し、イチジクのポッ
ト溶液栽培という栽培
方法で、イチジクの周年出荷を目指します。プレゼン
テーションでは、大阪イチジクのブランド化や若手・
新規就農者を増やすプランも披露されたこともグラン
プリ獲得に高く評価されました。

TOPICS・・・
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『study-O』&『はびスポ』新年度スタート
　5 月 11 日㈯、中学生の自習を市職員らがサポートす
る「はびきの中学生 study-O」の開講式が市役所で行わ
れました。また、はびきの埴生学園グラウンドおよび茶
山テニスコートでは女子サッカーや硬式テニスを市職員
らが指導する「小・中学生スポーツクラブ活動事業（は
びスポ）」がスタートしました。

街かどから・・・

「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 古市 >
母親の聡美さん

撮影平成30 年7月 20日 生まれ

< 伊賀 >
祖母の方山眞奈美さん

撮影
小
こ

島
じま

 英
ひで

裕
ひろ

ちゃん
平成28 年3月 5日 生まれ

毎朝一緒にヨーグルトを食べて
1 日がスタート！

< 西浦 >
母親の沙矢香さん

撮影
伊
い

丹
たみ

 百
もも

花
か

ちゃん
平成30 年1月 22日 生まれ

無事に生まれてきてくれて
ありがとう！

毎日成長が早くてびっくりしてるよ
たくさん笑って元気に育ってね！

ママさんバレー
　5 月 12 日㈰、はびきのコロセアムにて「はつらつママさんバレー
ボール」が開催されました。ドリームチームには、江上由美選手、河
合俊一選手などオリンピックや世界選手権などで日本代表として活躍
された 12 選手が参加。フレンドリーマッチでは、ドリームチームに
市選抜の 3 チームが挑戦。元日本代表選手たちの迫力あるアタック
やサーブに、市選抜チームも負けず劣らずのトス・アタックで攻撃し、
ママさん選手たちへ、会場からも応援が飛びかっていました。惜しく
もドリームチームから 1 勝を挙げることはできませんでしたが、マ
マさん選手にとって思い出に残る「母の日」となったことでしょう。

大蔵屋　古墳を知ろう ハニワも作ろう
　多くの古墳に囲まれた誉田の地に、「河内こんだハニワの里
大蔵屋」が 4 月 27 日㈯にオープンしました。もずふる応援隊
でもある大蔵印刷工業㈱の社屋をリニューアルして誕生。大阪
府内や、奈良県などから取り揃えられた古墳グッズの販売や、
埴輪づくり体験ができるスペースも完備され、子どもから大人
まで過ごせる場です。古墳ギャラリーも併設され、古墳や埴輪
を紹介し、古墳めぐりを楽しくする情報が展示されています。

（問合せ 河内こんだハニワの里  大蔵屋  TEL 072-958-3344）

本
ほん

田
だ

 竜
りゅう

生
せい

ちゃん
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－はびきの　2019.6.1－ 市役所　☎072-958-1111

18

－ 制 度 －  
支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

6 月は「児童手当」の支給月
　6 月 12 日㈬に、受給資格者の指定
口座に児童手当（平成 31 年２月～令
和元年 5 月分）を振り込みます。
児童の年齢・支給月額（所得制限額未満）
① 0 歳～ 3 歳未満（誕生日月まで）
　15,000 円
② 3 歳～小学校修了前（第 1 子・第 2 子）
　10,000 円
③ 3 歳～小学校修了前（第 3 子以降）
　15,000 円
④中学生（一律）10,000 円
児童の年齢（上記①～④）・支給月額

（所得制限額以上）
児童１人あたり　5,000 円

※出生順位の数え方は、18 歳に達した日
以降の最初の 3 月 31 日までのお子さんの
うち最年長の子から「第 1 子」として数え
ます。
■問  こども課 児童支援担当　☎ 072-
947-3836（直通） ℻ 072-956-0730

私立幼稚園就園奨励費申請受付
　子ども子育て新制度へ移行しない私
立幼稚園に通園する園児の保護者の経
済的負担を軽減することを目的とし
て、世帯の所得に応じて幼稚園保育料

などを一部補助します。※年度ごとの
申請が必要です。※ 10 月から予定さ
れている幼児教育無償化が開始された
場合、幼稚園就園奨励費は 9 月末で廃
止となります。詳しくは、幼稚園で配
布される「お知らせ」をお読みくださ
い。「お知らせ」が届いていない方は
ご連絡ください。
■申■込・ ■問  6 月 17 日㈪～ 7 月 12 日㈮

（㈯㈰㈷除く）9:30 ～ 12:00、13:00
～ 17:00 こども課 保育・教育指導担当
☎ 072-947-3835（直通）

税制改正（適用要件の変更）
■配偶者控除の見直し
　納税義務者本人の前年の合計所得金
額が 1,000 万円を超える（給与収入
1,220 万円）場合、配偶者控除の適用
を受けることができません。また、納
税義務者本人の前年の合計所得金額に
応じて、控除額が見直されました。（平
成 29 年度税制改正）
■配偶者特別控除の見直し 
　配偶者特別控除の対象となる配偶者
の前年の合計所得金額の上限が 123 万
円（給与収入 201 万円）以下に引き
上げられました。また、納税義務者本
人の前年の合計所得金額に応じて、配
偶者特別控除額が見直されました。（平
成 29 年度税制改正）
※市ウェブサイトをご覧ください。
■問  税務課市民税担当 ☎ 072-958-
1111  内線 1520・1580

現況届を提出してください
　児童の監護（養育）状況などにより、
引き続き手当の支給要件があるかを確
認する大切な届です。児童手当を受給
している方へ、「令和元年度児童手当・
特例給付現況届」などの用紙を送付し
ました。6 月 28 日㈮ 締切。こども課
または支所へ提出。
児童手当所得制限限度額表［令和元年度］
扶養親族数（所得制限限度額）
●なし 622 万円   ● 1 人 660 万円
● 2 人 698 万円   ● 3 人 736 万円
● 4 人以上 1 人ごとに 38 万円加算

※扶養親族数は平成 30 年分の所得申告に
伴う扶養親族の人数です。
※所得額から諸控除額を差し引いた額が
上記所得制限額以上の場合、特例給付（支
給対象児童 1 人あたり月額一律 5,000 円）
の支給対象です。
≪必要書類≫●令和元年度児童手当・
特例給付現況届（今回送付する用紙）
●健康保険被保険者証の写し（国民年
金の方は不要）※児童と別居している場
合等、家庭状況により上記以外の書類が必
要になることがあります。※公務員の方
は、勤務先にお問い合わせください。※ 6
月 11 日㈫を過ぎても用紙が届かない場合
は、ご連絡ください。
■問  こども課 児童支援担当　☎ 072-
947-3836（直通）℻ 072-956-0730

－ お知らせ －  
NET 119 緊急通報システム
NET119 緊急通報システムとは？
　5 月1日から運用開始した聴覚や発
話に障害のある方のための新しい緊急通
報システムです。スマートフォンや携帯電
話のインターネット接続機能を利用して、
簡単な操作で119 番通報ができます。
■対■象  市内在住・在勤・在学で、聴覚や
言語の障害により、音声による通報が困
難な方。 ■￥  無料（メール送受信などの
通信料は自己負担）　■申■込・ ■問  登録必
要。消防組合ウェブサイトで受付中。柏
原羽曳野藤井寺消防組合 消防課登録説
明会　☎ 072-958-9937 ℻ 072-958-
9902 メールkasisyou@khf119-osaka.jp
登録説明会（手話通訳あり）

【とき】6 月 22 日㈯ 13:00 ～15:00
【場所】柏原羽曳野藤井寺消防組合３階 視聴覚室
【持物】システムに登録する携帯電話もしく
はスマートフォン
※当日はメールの設定変更を行う場合がござ
　います。暗証番号をご確認ください。
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特設女性相談（要予約）
　男女共同参画週間に伴い、女性相談
の時間を拡大して実施します。人間関
係、暴力、からだのことなど、女性が
抱える悩みを女性相談員がお聴きしま
す。時間が合わず、相談をあきらめて
いたあなた、ひとりで悩まず、まずは
ご予約ください。【秘密厳守】
■ 6 月14 日㈮
　市役所１階市民相談室（電話・面接）
■ 6 月 26 日㈬
　陵南の森総合センター（面接のみ）
両日とも10:00 ～13:00 ※1人 50 分
要予約  ☎ 072-958-1111 内線 1055

■問  人権推進課　☎ 072-958-1111
内線 1052・1057

新築・増築家屋の訪問調査
　新築・増築された家屋の固定資産税額
を算出するため、訪問調査を行っています。
家屋全体（収納スペース含む）が調査の
対象です。※登記申請をされず家屋を新
築・増築・取壊したときは、届出書の提
出が必要です。※調査は、事前に日程を
通知した上、身分証を携帯した評価補助
員（税務課職員）が行います。不審に思
われたときは、身分証を確認していただ
くか、税務課までお問い合わせください。
■問  税務課固定資産税担当
☎ 072-958-1111 内線1540・1550

市・府民税のお知らせ
■納税通知書および納付書の発送
　公的年金からの天引き（特別徴収）
またはご自身で納めていただく（普通徴
収）方には、6 月 6 日㈭に発送予定です。
※非課税の方への通知書は発送されません。
　給与からの天引き（特別徴収）の方
は 5 月14 日㈫に勤務先へ個人用納税
通知書を発送しました。（非課税の方を
含む）※納税通知書を受け取られてい
ない場合は、勤務先の給与担当者へご
確認ください。※納税通知書の再発行
はいたしかねますので、ご注意ください。
■証明書の発行
　市・府民税の所得・課税（非課税）証
明書は 6月3日㈪ 9:00 から発行できま
す。（市役所・支所での発行は免許証など
の身分確認ができる書類が必要です。同
一世帯外の方の証明書を取得される場
合は、委任状が必要です。手数料は1通
200 円です。）

《コンビニ交付サービス》セブン‐イレ
ブン、ローソン、ファミリーマート、ミニ
ストップで発行ができます。※サービス利
用登録をした住民基本台帳カードまたは利
用者証明用電子証明書を搭載したマイナン
バーカードが必要です。
■問  税務課市民税担当　☎ 072-958-
1111 内線 1520・1580

屋外広告物の基準遵守にご協力を
　看板や広告塔の設置には、場所によ
って面積や高さの規制があります。特
に世界文化遺産登録を目指す古市古墳
群周辺においては、屋上広告物や非自
家用広告物が禁止となるなど、基準が
大幅に強化されています。
■問  都市計画課
☎ 072-958-1111 内線 2573

人権擁護委員の日
　人権擁護委員法が施行された６月１日
を記念して、特設人権相談所が開設され
ます。人権擁護委員は、地域住民の中
から法務大臣が委嘱した民間の人たちで
す。地域の中で人権思想を広め、私たち
の問題解決のお手伝いをしてくれます。
■羽曳野市の人権擁護委員（順不同）
内本 令子（南恵我之荘）北辻 幾身（東阪田）
二宮 博直（羽曳が丘西）尼丁 正寄（高 　鷲）
松井 永徳（通 法 寺）疋田 和男（羽曳が丘西）
澤　 隆文（伊　 賀）山本　 稔（古　 市）
山本 良美（河原城）
■問  人権推進課　☎ 072-958-1111
内線 1054

男女共同参画週間
（6月23日～29 日）
　男女が、互いにその
人権を尊重しつつ、喜
びも責任も分かち合い、
性 別にかかわりなく、
その個性と能力を十分
に発揮することができる「男女共同参画
社会」の実現に向け、内閣府を中心とし
て、平成13 年度より男女共同参画週間
を実施しています。男女共同参画社会に
関する国民の理解を深めるために各種行
事などが全国的に実施されており、本市
でも、年間を通じてさまざまな方を対象
に講座などを開催しています。「男女共
同参画社会」の実現には、政府や地方
公共団体、市民一人ひとりの取組みが必
要です。男女のパートナーシップについ
て、身近なところから考えてみませんか？
令和元年度
内閣府「男女共同参画週間」キャッチフレーズ

『男女共同参「学」』
『知る 学ぶ 考える 私の人生 私がつくる』
■問  人権推進課　☎ 072-958-1111
内線 1052・1057

このシンボルマークには、
男女が手を取り合ってい
る様子をモチーフにし、互
いが尊重しあい共に歩ん
でいくという願いが込めら
れています。

コンビニ交付サービス、窓口受付
サービスの一時利用停止
  システムメンテナンスのため利用を
  一時停止します。
  ≪停止期間≫ 6 月 2 日㈰ 終日

　　　　　 　 ～3 日㈪ 9:00 まで
 ■コンビニ交付サービス
 ■窓口受付サービス
　（MOMO プラザ 窓口受付サービス）

■問  市民課 ☎ 072-958-1111 内線1670

保険料等のお知らせ
■国民健康保険料納入通知を 6 月中旬
　にお届けします
　平成 30 年中の所得と今年度の保険料
率をもとに世帯の年間保険料を計算し、
6 月～翌年 3 月までの 10 期に分けて納
めてください。詳細は、納入通知書のし
おりをご覧ください。
■「前納報奨金制度」を継続実施
　6 月末（7 月 1 日㈪）の納付期限ま
でに、第 1 期～第 10 期分までを一括
納付される場合に限り納付額から差し
引きします。
■  8 月 1 日更新の「国民健康保険高齢

受給者証」を 7 月下旬にお届けします
■問  保険年金課
☎ 072-958-1111内線 1760

6 月の休日・夜間窓口
■国民健康保険・後期高齢者医療
休日 16 日・23 日㈰ 10:00 ～ 15:00
夜間 18 日㈫・27 日㈭ 18:00 ～ 20:00

■問  保険年金課　☎ 072-958-1111
内線 1750・1751
■マイナンバーカード・通知カード
　受け取り（市民課窓口のみ）
休日（日曜窓口）23 日㈰ 9:00 ～ 12:00
※カード受け取り以外の業務は行いません。
※支所で日曜窓口の受け取りは行っていません。
■持■物  ≪必要書類≫ 交付通知書（はが
き）、通知カード、本人確認書類（運転
免許書などの顔写真つき書類 1点、そ
れ以外の書類は 2 点以上）、住民基本
台帳カード（お持ちの方のみ）、印鑑 
■問  市民課 ☎ 072-958-1111内線1670

６月は「就職差別撤廃月間」
 《しない させない 就職差別》
　就職の面接で、本人や家族の出身地
や職業、思想・信条などについて質問
することは、就職差別につながるおそ
れがあります。就職の機会均等を保障
することの大切さについて皆さんのご
理解をお願いいたします。

【就職差別 110 番】採用面接時等の差
別について、相談、関係機関を紹介。
■問  大阪府商工労働部雇用推進室
☎ 06-6210-9518 （㈯㈰㈷除く、10:00
～18:00） メール rosei-g04@sbox.pref.
osaka.lg.jp
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G20 大阪サミット開催・交通規制
　G20 大阪サミットが、インテックス
大阪（大阪市住之江区）で開催され
ます。高速道路や大阪市内を中心に、
長時間・大規模な交通規制を実施予
定です。開催期間中は、マイカー利
用の自粛や業務用車両の運行調整に、
ご理解とご協力をお願いします。なお、
6月24日㈪より大阪府内各駅のほか、
近畿圏内主要鉄道駅等のコインロッ
カー・ゴミ箱が使用できなくなります
のでご注意ください。
■と■き  6 月 27 日㈭～30 日㈰
■問  G20 大阪サミット関西推進協力
協議会　☎ 06-6210-9401 ℻ 06-
6210-9337／大阪府警察本部 交通部 
交通規制課　☎ 06-6943-1234

厚生労働省主催慰霊巡拝事業
■インド  【とき】10 月 7 日㈪～12 日㈯
　【定員】15 人  【申込】7 月 5 日㈮まで
■硫黄島（1次）
　【とき】11月12 日㈫～13 日㈬ 
　【定員】100人  【申込】7月12日㈮まで
■マリアナ諸島
　【とき】12 月 5 日㈭～12 日㈭
　【定員】15 人  【申込】7月19 日㈮まで
■フィリピン
　【とき】2 月12 日㈬～19 日㈬
　【定員】70人  【申込】9 月10 日㈫まで
■硫黄島（2 次）
　【とき】2 月18 日㈫～19 日㈬
　【定員】100人  【申込】10 月1日㈫まで

※本事業には参加条件があり、審査
を経て決定されます。参加条件・提
出書類・所要額などは、お問い合わ
せください。
■問  福祉総務課　☎ 072-958-1111
内線 1122

2019 年度全国統一防火標語
『ひとつずつ  いいね！で確認  火の用心』
柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
■危険物安全週間（6月2日㈰～ 8 日㈯）
  2019 年度危険物安全週間推進標語
 『無事故への  構え一分の  隙も無く』
　消防庁では、毎年 6 月の第 2 週を

「危険物安全週間」とし、危険物を取
り扱う関係事業所をはじめ、皆様に
危険物の保安に対する啓発を全国的
に推進しています。私たちの身近な危
険物は、『ガソリン、灯油、油性塗料』
などがあります。
■問  同消防本部予防課
☎ 072-958-9928

使用教科用図書展示会
■と■き  6 月10 日㈪～7 月 5 日㈮

（㈯㈰除く）9:30 ～17:00
■場■所 LIC はびきの 2 階教育研究所内
■問  学校教育課
☎ 072-958-1111内線 4162

HIV 検査普及週間（6月1日～7日）
　エイズ発症を抑え、遅らせるには、
HIV 感染を早期発見し治療を開始す
ることが重要です。【無料・匿名・予
約なし】で即日検査を行っています。
HIV 即日検査
 毎週㈬  9:30 ～10:30（㈷除く）
※希望者には、梅毒検査も行っております。

■申■込・ ■問 藤井寺保健所 地域保健課
☎ 072-955-4181 ※夜間、㈯㈰の
検査は、c

チ ョ ッ ト

hot C
キ ャ ス ト

AST で実施。

税理士による無料税務相談センター
　口頭による所得税・相続税や経理
などに関する相談で、相談時間は、1
人 30 分程度。今年度の市役所での
相談は 6 月～ 11月まで月 2 回 （12
月は月１回）開催します。※（公）富田林
納税協会でも開催しています。
■と■き  6 月19 日㈬・28 日㈮ 13:00
～16:00　■場■所  市役所1階税務相談
コーナー　■対■象  一般納税者で、税理
士の関与がない方。  ■￥  無料　
■申■込  電話申込。先着順（予約状況※
により当日申込可）近畿税理士会 富
田林支部事務局  ☎ 0721-25-6250

（㈪～㈮ 9:00 ～17:00）

禁煙週間［5 月 31日～ 6 月 6 日］
「たばこ」バイバイ！「健康」倍倍！　
　本人は吸わないのに、たばこの煙
を吸わされる受動喫煙は、健康への
悪影響を受けます。特に、喫煙者と生
活を共にする家族は影響を受けやすい
ため、喫煙する人の配慮が必要です。
■問  健康増進課　☎ 072-958-1111
内線 5150

2019 年工業統計調査
　工業統計調査は、日本の工業実態
を明らかにすることを目的とし、統計
法に基づく報告義務のある基幹統計
調査です。調査へのご理解と、ご回
答をお願いします。
●調査時点は令和元年６月１日です。
●インターネットによる回答も可能。
　（6 月 7 日㈮まで）
●調査内容は、統計作成の目的以外
　には使用しません。
■対■象  従業者 4 人以上の製造事業所
■問  総務課 ☎ 072-947-3812（直通）

水銀使用廃製品・蛍光管・乾電池・
水銀体温計（電子体温計を除く）
の拠点回収
　偶数月の燃えないゴミで回収して
いましたが、水銀による環境汚染の
防止、健康保護および生活環境の保
全を図るため、平成 30 年 6 月から
一般収集をしていません。蛍光管・乾
電池については購入元の電気店に引
き取ってもらうか（引き取り可能か要
確認）、次の公共施設の回収ボックス
へお持ちください。
※事業所から排出されるものは、拠
点回収の対象外です。
回収ボックス設置場所
各施設は屋内にボックスを設置している
ため、施設開館時間内にお願いします。
●市役所本館1 階　● LIC はびきの
●支所　●陵南の森総合センター
●はびきのコロセアム　●市民体育館
●丹治はやプラザ　●ＭＯＭＯプラザ
●石川プラザ　●エコプラザはにふ
●人権文化センター　●市民会館

■問  環境衛生課
☎ 072-958-1111 内線 2841

大阪府介護支援専門員
実務研修受講試験
■対■象 「医師、看護師、介護福祉士等
の国家資格等に基づく業務」および

「施設等において必置とされている相
談援助業務」に 5 年以上かつ 900
日以上の実務経験を有する方。

【試験要領】6 月 3 日㈪～7 月1日㈪
まで、府内保健所、市役所高年介護課、
支所などで配布。

【試験】10 月13 日㈰ 10:00 ～
■申■込・ ■問  6 月 3 日㈪～7 月1日㈪簡
易書留による郵送のみ（当日消印有効）
一般財団法人　大阪府地域福祉推進
財団（ファイン財団）ケアマネ係
☎ 06-6763-8044
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学童保育の職員募集
①非常勤職員 募集

【定員】4 人程度
【賃金】〈資格無〉月額 108,838 円 
〈資格有〉月額 116,580 円※夏休みな
どの午前勤務、延長保育分は実績払い
で上乗せ（実質平均月額120,000 円～）
※社会保険、福利厚生の加入あり

【勤務】週 5 日 平日12:45 ～ 17:45
（夏休みなど 8:30 ～17:15）
【申込】履歴書およびエントリーシート
の提出（郵送不可）※詳細はお問い合
わせください。
②臨時職員（スポット勤務）募集
　勤務可能な日を登録して働く仕事です。

【定員】15 人程度　【賃金】時給 1,052
円（社会保険、福利厚生の加入なし）

【勤務】  通常㈪～㈮12:45 ～17:45
（夏休みなど 8:30 ～17:15）
【申込】お問い合わせください。
■対■ 象 ①②18 歳以上～ 67 歳未満

（平成 31 年 3 月 31日時点）※詳細は
募集要項または市ウェブサイトをご覧
ください。 ■問  社会教育課（別館 3 階）
☎ 072-958-1111内線 4510・4520
※広報掲載時点で採用者が決定している
場合は申込をお断りする場合があります。

－ 募 集 －  

こども夢プラン推進委員会
傍聴者募集
■と■き  6 月14 日㈮ 14:00 ～16:30
■場■所  市役所Ａ棟中・東会議室
■定■員  4 人（申込多数の場合は抽選）
■申■・込 ■問  はがきまたは FAX で、「こど
も夢プラン推進委員会傍聴申込」、郵
便番号、住所、氏名、電話番号を明記
し、6 月10 日㈪消印まで。
〒 583-8585 こども課
☎ 072-958-1111内線 1234
℻ 072-956-0730

市立保育園夏季アルバイト募集
　詳細は、6 月 3 日㈪から配布する募
集要項をご覧ください。

【職種】保育補助　【勤務】勤務日はお
問い合わせください。■定■員 20 人程度
■対■象  保育士資格を有する方。なお学生

（高校生不可）の方は、資格不問。た
だし保育士養成課程を専攻している方
を優先。 ■他  【採用後】 任用書類一式、
検便を提出　■申■込・ ■問  6 月 3 日㈪～
28 日㈮（募集要項配布場所）こども課
☎ 072-958-1111内線 1234

市立保育園の看護師募集
【職種：看護師（嘱託員）】㈪～㈮の間
で週５日勤務 9:00 ～17:15 ■定■員 1人
■対■象  看護師もしくは准看護師資格を有
する者　■場■所  軽里保育園　■申■込・ ■問 こ
ども課　☎ 072-958-1111内線1232

－ 講 座 －  

定期普通救命講習
　AED（自動体外式除細動器）の使用
方法および応急手当などを含めた普通
救命講習Ⅰを開催します。※受講後に
修了証を発行いたします。
■と■き  7 月13 日㈯ 13:30 ～16:30
■場■所 陵南の森総合センター
■対■象  市内在住・在勤・在学の方
■定■員  30 人（先着順）　■他  駐車場なし。
電車、バスをご利用ください。
■申■・込 ■問  6月13日㈭ 9:00 ～電話申込。
柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防課消防係 ☎ 072-958-9937

夏期ラジオ体操 無料講習
　動きを正しく覚えて日々健康に！
■と■き 7 月1日㈪ 9:30 ～10:30
■場■所 石川プラザ 2 階　■定■員 10 人
■申■・込 ■問  主催ラジオ体操・みんなの体
操協議会（荒尾）携帯 090-8209-8526

青少年指導員が委嘱されました
　本市における青少年のグループ活動
の育成および促進、青少年の非行防止
や青少年についての各種相談など、健
全な育成を図るために活動しています。
羽曳野市青少年指導員委嘱名簿（令和元・２年度）
≪古市校区≫ ≪西浦東校区≫ 宮守　秀人
樽井　義憲 吉澤　則男 石山　優子
勝田　康正 松田　大 太田　周
芋縄　秀央 中上　敦央 山本　彰仁
松尾　憲子 奥田　敦 辻　靖隆
金子　輝澄 ≪羽曳が丘校区≫ 藤田　正人
浅野　隆史 高崎　博 ≪高鷲校区≫
染川　瑞穂 村田　好美 中本　幸一
浅川 多江子 二宮　博直 池田　豊
土屋　充康 押川　新一 長澤　一三

≪古市南校区≫ 寺島　直子 山瀬 清次郎
松島　信行 秋月　康子 松本　正則
伊須田　修 岡　裕史 小林　秀隆
山本 佐十志 村上　健 竹本　忠照
迫川　豊彦 寺田　昌雄 ≪高鷲北校区≫
杉田　隆治 森川　正彦 倉本　雅志
松本　吉史 ≪埴生校区≫ 田中　義孝

≪白鳥校区≫ 新熊　一起 酒見　研二
佐藤　次夫 岡出　多申 小田　久美子
笹本　正和 鬼追　博司 宮地　伸広
岩本　正資 今西　昇 藤高　聖子
川上　秀樹 徳島　和子 ≪高鷲南校区≫

≪駒ヶ谷校区≫ 原田　裕子 竹内　圭三
浅野　喜治 繁田 ひとみ 藤野　正
杉本　茂樹 馬引　正 綿鍋 嘉良
新谷　育男 ≪埴生南校区≫ 坪井　太
麻野　剛史 鮫島　昭徳 細川　哲

≪西浦校区≫ 伊集院　稔 藤田　正雄
井口　優 入江　茂 西田　善紀

丸山　栄一 松島　保 難波　敬
慶秀　千里 米田　悦子 ≪恵我之荘校区≫
田中　啓造 的場　一憲 内本　令子
大畠　久美 神田 久美子 福島　裕史
田中　吉則 宮田　成規 上東 美由紀
森田　方彦 吉村　伸行 小山　道彰
高野　勝子 ≪丹比校区≫ 金山　良樹
和田　崇史 石川　緑
甲村　圭介 森本　豊美

■問  社会教育課　☎ 072-958-1111
内線 4420

遊具リニューアル
　グレープヒルスポーツ公園内野外活
動施設『ふれ愛広場』キャンプ場の遊
具をリニューアルしました。皆様に、楽
しんでもらえる施設です。
■申■込・ ■問  グレープヒルスポーツ公園管
理棟　☎ 072-958-5511

山添村生涯学習施設『東豊館』
利用終了のお知らせ
　本市の生涯学習施設（キャンプ場）
として山添村生涯学習施設『東豊館』
を借用していましたが、10 月 31日㈭
をもち借用を終了します。ご利用いた
だきありがとうございました。
■問  社会教育課 
☎ 072-958-1111 内線 4452　

こども家庭サポーター子育て相談
■と■き  6 月 6 日・13 日・20 日・27日㈭（毎
週㈭）14:00 ～16:00
■場■所 市役所別館 2 階プレイルーム
■申■込・ ■問  電話または来所。
羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

はびきの中学生study-O 
－6 ★7月の日程 －

★東教室（市役所会議室）
★西教室（あいあいハウスおよび支所）
  ［6 月］15 日㈯・16 日㈰・22 日㈯・
　　　  23 日㈰
  ［7 月］27 日㈯・28 日㈰

    午前クラス　 9:30 ～12:30
    午後クラス　13:30 ～16:30
■￥  無料　■対■象  市内在住・在学の中
学生 ※随時受付中！ 詳しくは、市
ウェブサイトまたは担当まで。
■問  政策推進課
　 特命プロジェクトチーム
　 ☎ 072-958-1111 内線 3530
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大阪菊花会 菊花講習会
　大菊真夏の管理・柳芽の処理・肥料追
い込み・蕾の選定・福助作り ほか
■と■き  6 月16 日㈰ 13:00 ～　
■場■所  陵南の森公民館 2 階第1研修室
■対■象  どなたでも参加可　■￥  無料
《福助苗販売》  7 月 28 日㈰ 13:00 ～
 陵南の森公民館 藤棚の下

■問  大阪菊花会（芝田）携帯 090-1890-
0955 ／ 道路公園課みどり推進室
☎ 072-958-1111 内線 2430

生活援助サービス従事者研修
訪問型サービスＡとは･･･
　介護保険の訪問介護では、サービス
の従事者は介護職員初任者研修修了者

（ヘルパー資格を持つ人）と決められて
います。平成 28 年10 月から始まった
介護予防・日常生活支援総合事業の訪
問型サービスＡ（掃除、買い物、調理等
の生活援助サービス）では、市が実施
する研修を受講することで、ヘルパー資
格を持たない人でも従事者として働くこ
とができます。

■と■き  7 月19 日㈮・26 日㈮ 9:30 ～
16:30　■場■所  市役所Ａ棟中・東会議室
■対■象  高校生以上の方で次のどちらかに
該当する方 ①市内在住の方 ②市内の
訪問型サービスＡを実施する事業所に
従事する予定の方  ■定■員  20 人 ■￥  無料
■申■込・ ■問  窓口または電話申込。地域
包括支援課  ☎ 072-947-3822（直通）

歌声サロン～一緒に歌おう～
　歌のボランティア「びりーぶ」メンバー
と一緒に、昔懐かしい歌を唄いましょう。
■と■き  6 月12 日㈬ 13:30 ～14:30
■場■所  高年生きがいサロン 3 号館

（石川プラザ内）　■対■象  市内在住の方　
■定■員  40 人程度　■持■物  飲み物
■￥  無料　■申■込・ ■問  高年生きがいサロ
ン 3 号館　☎ 072-959-0220

市民後見人養成講座 オリエンテ
ーション
各日14:00 ～16:00
■ 6 月 1日㈯ 池田市保健福祉総合セ
　ンター ４階大会議室
■ 6 月 8 日㈯ 河内長野市立市民交流
　センター 大会議室ＡＢ
■ 6 月15 日㈯ レイクアルスタープラ　
ザ・カワサキ生涯学習センター
■ 6 月 15 日㈯ 八尾市文化会館（プリ
　ズムホール）４階会議室１
■ 6 月 29 日㈯ ラポールひらかた
■ 6 月 29 日㈯ 岸和田市立福祉総合　
センター
■ 7 月1日㈪ 茨木市男女共生センタ　
ーローズＷＡＭ５階 501・502
■ 7 月 8 日㈪ 大阪社会福祉指導セン
　ター ４階 研修室３

■対■象  平成 31 年 4 月1日の年齢が 25
歳以上 70 歳未満の方（後見人養成研
修を実施する団体に所属している方は
対象外）　■￥  無料　■申■込  大阪府社会
福祉協議会大阪支援後見センター
☎ 06-6764-7760　■問  福祉総務課
☎ 072-958-1111 内線 1122

介護予防できらきらシニア
～介護予防事業参加者募集！！～
　熟年簡単クッキング教室～みんなで
わいわい①コース～ 料理の腕を上げた
い、レパートリーを増やしたい、そんな
方におすすめの調理実習です。
■と■き  6 月 27 日㈭ 10:00 ～12:30
■場■所  保健センター3 階 栄養指導室
■対■象  市内在住の 65 歳以上の方で、料
理をしたことがある方　■定■員  15人程度

（多数の場合は抽選）　■ ￥ 500 円（材
料費込）  ■持■物  エプロン、三角巾、タオ
ル、筆記用具　 ■申■込・ ■問  窓口または電
話申込。6 月 7 日㈮締切。地域包括支
援課　☎ 072-947-3822（直通）

男女共生セミナー「１日５分で５
歳若返る！簡単な東洋医学講座と
セルフケア」参加者募集
　ツボの取り方、経絡の流し方など、
東洋医学の知識をふまえ、自宅でもで
きるセルフケアの方法をていねいにお
教えします。自分らしく、輝きましょう。

【講師】ＡＫＥＭＩさん（鍼灸師）
■と■き  6 月 29 日㈯ 14:00 ～16:00
■場■所  市役所別館 2 階 研修室
■対■象  市内在住・在勤・在学の方（性別
不問）  ■定■員  20 人（先着順） ■￥  500 円
■他  一時保育あり（２歳から就学前の幼
児・無料・先着５人 ※要予約）　
■申■・込 ■問  6月17日㈪17:00までに電話・
FAX・メールにてお申し込みください。

【FAX・メールの場合】件名に「男女共
生セミナー申込」と明記し、①～⑤の
項目を記入の上、お送りください。①
氏名 ②住所 ③電話番号④年齢 ⑤一
時保育の有無（※子どもの氏名、年齢）
人権推進課 ☎ 072-947-3606（直通）
℻ 072-958-8061　メール jinkensuishin@
city.habikino.lg.jp ［問合せ専用 ☎ 072-
958-1111 内線 1057］

白鳥児童館だより（6 月）  翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
  [ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:30 ※㈷を除く。12 月 29 日～1月 3 日は閉館
　■ 対■象   小学生・保護者同伴の乳幼児　■申■込   電話受付 9:00 ～
■わくわく子育て広場 どろんこ遊びをしよう！　※汚れてもよい服で来てください。
　【とき】3 日㈪ 10:30 ～ 11:30　【持物】 着替え・タオル・水筒
■①トライルーム ②チャレンジルーム　おやつ作り「クレープ」
　【とき】8 日㈯ ① 9:30 ～ 11:30 ② 14:00 ～ 16:00　【対象】①小学 1 ～ 3 年生 
　②小学 4 ～ 6 年生　【定員】①②各 15 人（先着順）　【持物】①②エプロン・三角巾・
　水筒　【費用】①② 100 円（当日持参）　【申込】①② 6 月 1 日㈯～ 7 日㈮ ※電話のみ
■絵本のへや（絵本・紙芝居など）　【とき】10 日㈪・24 日㈪ 10:30 ～ 11:30
■将棋であそぼう　【とき】12 日㈬ 15:30 ～ 16:30
■みんなで遊ぼう水曜日（プラバンを作ろう）【とき】19 日㈬ 15:00 ～ 16:00
■グラウンドゴルフであそぼう
　【とき】29 日㈯ 14:00 ～ 15:00 ※雨天中止　【持物】水筒・帽子　

青少年児童センターだより（6 月）  向野 3-1-33
　☎ 072-952-0032  ℻ 072-937-8580  ※詳細はお問い合わせください。 
　 ■申■込   電話申込［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00 ㈯ 9:00 ～17:00 ※㈷除く
■子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　【とき】1 日・8 日・15 日・22 日㈯ 15:00 ～ 17:00  ※日程変更あり   
　【対象】おおむね小学1～ 6 年生
■おもしろ教室「きらきら夜空ボックス」～牛乳パックを使い、スタンド式の七夕飾りをつくろう～ 
　 【とき】8 日㈯ 10:00 ～ 11:30　【対象】幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
【定員】15 人（先着順）　【持物】牛乳パック（1 ℓ）1 個、筆記用具、のり、はさみ

■子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～ 
　【とき】20 日㈭ 10:00 ～ 11:30  【講師】体育文化指導協会  【場所】同センター体育館 
　 【持物】体育館シューズ（親子）  ※初めての方は、事前申込が必要（電話）
■子育てセミナー「小学生体操教室」～マット・跳び箱・平均台・ボール運動など～ 
　【とき】29 日㈯ 10:00 ～ 11:30  【講師】体育文化指導協会  【場所】同センター体育館 
　 【持物】体育館シューズ　【定員】30 人程度（先着順）
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市民会館教室
（指定管理者：株式会社みのりの里）

【問】☎ 072-958-2311
h-shiminkaikan@minorinosato.com
○申込は直接、市民会館の窓口まで。

歌声くらぶ 当日受付 9:30 ～
■と■き 6 月11日、7 月 9 日㈫ 10:00 ～
11:30　■￥  各 510 円

子供向け 消しゴムはんこ教室
■と■き 8 月 2 日㈮ 14:00 ～16:00
■￥  1,000 円（材料費込み）■定■員 10 人
■対■象 小学生  ■申■込 6月7日㈮10:00 ～

プリザーブドフラワー教室 受付中
■と■き  7 月 5 日㈮ 10:00 ～12:00
■￥  4,500 円（材料費込み）　■定■員 8 人

太極拳教室（2 期）
■と■き 7月13日・27日、8月10日・24日、
9 月 7 日・21 日 ㈯ 13:00 ～ 15:00　
■￥ 3,000 円（6 回）　■定■員 15 人
■申■込 6 月 22 日㈯ 10:00 ～

ピラティス（2 期）
■と■き 7月 2 日・9 日・23 日、8 月 6 日・
20 日・27 日、9 月 3 日・10 日・17 日
㈫10:00 ～11:00　■￥  6,930 円（9 回）
■定■員 15人　■申■込 6月18 日㈫10:00 ～

料理教室（2 期）
■と■き  7月12 日・26 日、8 月 9 日・23 日、
9 月 20 日㈮10:00 ～12:00　
■￥  7,700 円（5 回、材料費込） ■定■員 24
人（女性）　■申■込 6 月14 日㈮10:00 ～
 

『万葉集講座－特別編－』 受付中
「梅花宴の歌」～新元号「令和」の背
景を知ろう～【講師】南山かおり（関西
医療大学 非常勤講師）
■と■き 6 月19 日㈬ 13:30 ～15:00
■場■所 市民会館　■ ￥ 1,000 円

交流カフェ広場（7 月 7 日㈰）
●ヨーヨー釣り、金魚すくい、的当てほか
●喫茶コーナー、綿あめ ほか
●紙飛行機作り ほか
■￥ 500 円（チケット制）

ＭＯＭＯプラザ教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）
【問】☎ 072-957-5553

※詳細はお問い合わせください。

リフレッシュヨガ教室 ㈭ｺｰｽ 2 期
■と■ き 7月 4 日・11日・18 日、8 月 8 日・
22 日・29 日、9 月 5 日・12 日・19 日 
15:15 ～16:45　■定■員  20 人　■￥  4,620
円（9 回）　■申■込  6 月 21日㈮ 13:00 ～

①ベビーダンス教室  ②キッズ☆
ベビーダンス教室 受付中
■と■ き 7 月 4 日・18 日、8 月 8 日・22 日、
9 月 5 日・19 日 ① 11:15 ～12:15 ②
10:00 ～10:45　■場■所  はびきの庵 円
想　■対■象  ① 3 カ月～2 歳前後 ② 1歳
半～就学前　■定■ 員 6 人（大人同伴）　
■￥  3,000 円（2 回）

和装教室 ゆかたコース 受付中
■と■ き 6 月17 日㈪・18 日㈫・19 日㈬［朝］
10:00 ～［昼］14:00 ～［夜］18:00
～（17 日の［朝］、19 日の［昼］［夜］
はありません）  ■場■所  はびきの庵 円想
■対■象  高校生以上の女性　■定■ 員 各 8 人
■￥  500 円（1回）

簡単おうちパン教室 受付中
　7月：全粒粉くるみパン、8 月：ドデカ
リュスティック、9 月：ハートパン
■と■ き 7 月 6 日、8 月 3 日、9 月 7 日㈯ 
①10:00 ～ ②13:00 ～ 2 区分　
■￥  6,000 円（3 回、材料費込）　
■定■ 員 各８人

石川プラザ教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）
【問】☎ 072-950-2002

※詳細はお問い合わせください。

歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■ き 6月18 日、7月16 日、8 月20 日
㈫ 14:00 ～15:30　■￥  510 円（1回）

土曜ベーシックヨガ教室（2 期）
■と■ き 7 月 6 日・13 日・27 日、8 月10
日・24 日・31 日、9 月 14 日・21 日・
28 日㈯10:00 ～11:30　■￥  4,620 円

（9 回）　■申■込  6 月 30 日㈰～

フラダンス教室（2 期）
■と■ き 7 月 9 日・16 日・23 日、8 月 6
日・20 日・27 日、9 月 10 日・24 日
㈫  ①初心者 9:30 ～10:30 ②経験者
10:35 ～11:35　■￥  ①② 4,110 円

（8 回）　■申■込  6 月 5 日㈬～

ママヨガ教室（2 期） 
■と■ き 7月 9 日・16 日・30 日、8 月20 日・
27 日、9 月10 日・17 日・24 日㈫ ①
9:30 ～10:30 ②10:45 ～11:45
■対■象  6 カ月～2 歳児とお母さん（お子さ
んは1人まで）　
■ ￥ 4,110 円（8 回）　■申■込  6月12日㈬～

やさしいヨガ教室（2 期） 
■と■ き 7 月11日・18 日・25 日、8 月 8
日・22 日・29 日、9 月 5 日・19 日・
26 日㈭14:00 ～15:30　■￥  4,620 円

（9 回）　■申■込  6 月 28 日㈮～

夏季フリーマーケット＆地元野菜
の朝市（石川プラザコーナーもあり）
■と■き 6 月 30 日㈰ 10:00 ～13:00
■場■所 ２階集会室・ロビー

陵南の森写真クラブ体験会
■と■き  毎月第1 ㈫ 13:00 ～15:00
■場■所  陵南の森老人福祉センター
第一会議室　■対■象  市内在住の 60 歳
以上の方　■￥  無料
■申■込・ ■問  向山  ☎ 072-953-6309

陵南の森公民館グループ連絡協議会
公開講座
■ 若返りフォークダンス入門（世界のダ

ンス、皆で楽しく踊っています）
■と■き  7 月1日㈪ 13:00 ～16:00
■場■所 同公民館 2 階第 2・3 研修室
■対■象  市内在住・在勤・在学の方
■定■員 10 人（先着順）　■申■込・ ■問  6 月1
日㈯～30 日㈰※受付時に氏名、住所、
電話番号、年齢が必要。フォークダン
スサークル（大森）☎ 072-953-6167
≪公民館共催≫
■太極拳剣体験会（初歩の実技体験）
■と■き  7 月13 日㈯ 10:00 ～11:00
■場■所 同公民館 2 階第 2・3 研修室
■対■象  市内在住・在勤・在学の方
■定■員 4 人（先着順）　■￥ 無料　■持■物  動
きやすい服、靴　■申■込・ ■問  6 月1日㈯
～7 月12 日㈮※受付時に氏名、住所、
電話番号、年齢が必要。太極拳 剣 同
好会（村上）☎ 072-953-2700

陵南の森老人福祉センター登録クラブ
一覧表の記載誤りについて
　広報はびきの 5 月号10 ページに掲載
しました「陵南 B ゲートボールクラブ」の
申込欄の代表者名に誤りがございました。
お詫びし、訂正いたします。

誤 クラブ
正 野之上 繁春
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ボウリングを楽しもう！
羽曳野市体育協会 主催
■と■き  ７月６日㈯ 集合13:30 開始 14:00

（2 ゲーム）現地集合・解散　
■場 ■所  ボウルアロー（近畿自動車道松
原 JCT 南中央環状線沿い）　■￥ １人
1,000 円（申込持参）　■対■象  市内在住・
在勤・在学の小学生５年生以上の方（小
学生は保護者同伴）　■定■員  80 人（先着
順）　■申■込・ ■問  ６月１日㈯～9日㈰まで。
スポーツ振興課またははびきのコロセ
アムに申込。※㈯㈰受付はコロセアム
のみ。スポーツ振興課　☎ 072-958-
1111内線 4411

種目別ニュースポーツのつどい
　カローリング・スリーアイズ・バウン
スボール・ファミリーバドミントン・ス
ティックリング
■と■き  6 月16 日㈰ 9:30 ～11:30
■場■所  市民体育館（西浦）　■￥  無料
■対■象  どなたでも　■持■物  上靴　
■申■込  当日体育館にて　■問  スポーツ振
興課　☎ 072-958-1111 内線 4415

健康ふれあいの郷グラウンド・ゴ
ルフ場【6 月15 日㈯ の利用時間】
　3 市町（羽曳野市、藤井寺市、太子町）
ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会
開催のため、大会開催中（13:00 終了
予定）は、一般利用できません。
■問 スポーツ振興課　
☎ 072-958-1111　内線 4412

第 2 回 カラダほぐし教室
■と■き  7 月 4 日～ 9 月12 日（毎週㈭ 全
10 回）10:00 ～11:00
■対■象  18 歳以上の男女（市外可）
■定■員  12 人　■ ￥ 5,000 円（保険料込）
■申■込  6 月 20 日㈭ 10:00 ～ （10:00
時点で定員を超えた場合は抽選）

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
【申込・問】市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは株式会社宣成社まで ☎ 06-6222-6888

－ スポーツ －  
中央スポーツ公園の利用停止
　同公園は、管理棟等整備工事に伴
い、次の期間は全施設が利用できませ
ん（公園内入場不可）。利用者の皆様に
は、大変ご迷惑をお掛けします。

【停止期間（予定）】
6 月10 日㈪～7 月 5 日㈮ （予定）
■問 スポーツ振興課
☎ 072-958-1111内線 4412

安全・安心 木造住宅耐震リフォー
ムの講演会と相談会
■と■き  6 月 8 日㈯  ［講演会］13:00 ～
15:10  ［個別相談会］11:00 ～12:30、
15:10 ～16:10　■場■所  市役所別館３階 
会議室　■定■員  50 人（先着順）
■￥  無料　■申■込・ ■問  電話または FAX に
て申し込み。定員になりしだい受付終了。
特定非営利活動法人「人・家・街 安全
支援機構」☎ 0120-263-150（ﾌﾘｰﾀ ｲ゙
ﾔﾙ）☎ 06-6456-1010 ℻ 06-6456-
1073 ／建築住宅課 ☎ 072-958-1111
内線 2270 ～2274 ※詳細は、前月号
の折込チラシをご覧ください。

子ども市内銭湯無料入浴デー
【親子ふれ愛（ふろ愛）事業】
■と■き 6 月1日・8 日・15 日・22 日・
29 日㈯　 ■対■象 保護者または近所のお
じさん、おばさんと同伴の小学生以下
の子ども　■￥  大人１人につき子ども１
人が無料　■場■所 ひかり湯、古市温泉 
☎ 072-956-0338　■問  社会教育課　
☎ 072-958-1111 内線 4450・4451

高齢者敬老入浴
■と■き 6 月15 日㈯、7 月15 日㈪
■対■象 65 歳以上の市民（入浴時に対象
年齢以上であるかを確認）　■￥  100 円
■場■所 古市温泉 ☎ 072-956-0338
■問  福祉総務課 ☎ 072-958-1111 内線
1121

歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■ き 6月25日、7月23日、8月27日㈫ 
14:00 ～　■￥  510 円（1回）

女性のための瞑想・癒しヨガ教室
（2 期） 受付中
■と■ き 7月 2 日・9 日・16 日・30 日、8
月 6 日・20 日、9 月 3 日・10 日・17
日㈫13:30 ～　■￥  4,620 円

リフレッシュヨガ教室（2 期） 受付中
■と■ き 7 月 3 日・10 日・17 日、8 月 7 日・
21日・28 日、9 月 4 日・11日・18 日
㈬ 10:00 ～　■￥  4,620 円

太極拳教室（2 期） 受付中
■と■ き 7 月10 日・24 日、8 月 7 日・
21日、9 月 4 日・25 日㈬ 13:30 ～
■￥  3,080 円

民踊教室（2 期）河内音頭ほか 受付中
■と■ き 7 月 5 日・19 日、8 月 2 日・23 日、
9 月 6 日・20 日㈮ 13:30 ～
■￥  3,080 円 

丹治はやこどもまつり
■と■き 7 月 28 日㈰ 12:00 ～
■￥  500 円（ゲーム代、チケット制）
７月１日㈪～窓口でチケット販売

丹治はやプラザ教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）
【問】☎ 072-937-2355

※詳細はお問い合わせください。

－ 催 し －  
水辺の観察会 ～家族みんなで魚とり～
■と■ き 7 月 20 日㈯ 9:30 ～12:00
■場■所  石川河川公園管理事務所（9:30
集合）※有料駐車場あり 620 円
■対■象 小学生以上（小学生は大人同伴）
■定■員 30 人　■￥ 無料　■申■・込 ■問 6 月
13 日㈭～電話受付。同公園管理事務所 
☎ 072-956-1900 
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春の入会キャンペーン開催中
テニススクール
　初心者から経験者まで、レベルに合
わせたクラスで受講できます。
≪入会無料キャンペーン≫
　継続入会者、新規入会者を対象。
　 ■と■ き 6 月 30 日㈰まで
≪クラスのご案内≫ 
 　【大人クラス】●初心者・初級者クラス
　●経験者・中級者クラス
　●レディースクラス

【キッズ・ジュニアクラス】
　●キッズクラス（小学生未経験者）
　●ジュニアクラス（小中学生経験者） 
　●アカデミークラス（小・中・高校生
　選手：選手登録者）
　●アスリートクラス（コーチとの面接：
　選手登録者）

駒ヶ谷テニスコート
（SSK テニススクール）

※詳細はウェブサイトを検索またはお問い
　合わせください。（申込：駒ヶ谷テニスコート）

 　☎ 072-957-5963

はびきのコロセアム教室参加者募集
【申込・問】はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合は抽選。

ミニバスケットボール教室
　年間育成のため、前期教室生を優先
して募集。（募集人数は、申込日前日に
ご確認ください）
■と■き  7月 2 日～ 9 月10 日㈫18:30 ～
20:00（全 10 回）　■場■所  サブアリーナ
■対■象  市内在住の小学 5・6 年生　
■定■員  男女各 20 人  ■￥  2,000 円（保険
料含む）　■申■込  6 月11日㈫ 18:00 ～
18:15（多数の場合18:30 ～抽選）

マタニティビクス教室
　妊婦さんにおすすめの安全エクササ
イズ
■と■き  7 月1日～ 9 月 23 日㈪ 11:15 ～
12:00（全 10 回）　■場■所  サブアリーナ

（変更あり）　■対■象  7 月1日現在で妊娠
14 週以降で妊娠経過に異常が無い事
を証明する主治医の診断書または主治
医がその旨を示す書類（写し可）の提
出が可能な妊婦の方（市外可）
■定■員  30 人　■持■物  運動のできる服装、
上靴　■ ￥ 3,000 円（保険料込）
■申■込  6 月17 日㈪ 13:00 ～14:00
コロセアム1 階会議室にて事前説明会

（無料）を開催※欠席の方はご連絡く
ださい。

ダンベル体操教室
■と■き  7 月 2 日～ 9 月10 日㈫ 13:45 ～
14:45（全 10 回）　■場■所  サブアリーナ

（変更あり）　■対■象  女性の方　
■定■員  60 人　■ ￥ 4,000 円（保険料含む）
■申■込  6 月18 日㈫ 9:00 ～

大阪エヴェッサチアダンススクール
■と■き  7 月1日・8 日・15 日・22 日㈪
①18:15 ～19:15 ②19:30 ～20:30
■場■所  フリールーム　■対■象  ① 4 歳～小
学 3 年 ②小学 4 年～中学生（市外可）
■定■員  ①キャンセル待ち ② 20 人
■持■物  運動できる服装・上靴・飲み物・
着替え　■ ￥ 6,480 円（４回・保険料含む）
■申■込  6 月 24 日㈪ 9:00 ～

フラダンス教室
■と■き  7 月1日・8 日・22 日、8 月 5 日・
19 日・26 日、9 月 2 日・9 日 10:00
～11:00　■場■所  フリールーム
■対■象  女性　■定■員  30人　■持■物  運動でき
る服装と室内シューズ　■ ￥ 4,100 円（保
険料含む）　■申■込  6 月10 日㈪ 9:30 ～

フリーマーケット出店者募集
　家庭で不要となった家具や衣類、地元
野菜の販売が対象です。（飲食販売不可）
■と■ き 10 月 20 日㈰ 9:30 ～13:00
■対■象  地域住民　■申■込  7月1日㈪10:00
～市民体育館（西浦）にて。

【１ブース】1,540 円  【定数】15ブース
※出店場所を選ぶ順番は受付順です。

バトントワリング教室
■と■き  7 月 2 日～ 9 月17 日㈫ 18:00
～19:30（全 10 回）　■場■所  メインア
リーナ　■対■象  市内在住の小・中学生
■定■員  40 人　■￥  4,000 円（保険料含
む）バトン代別 4,536 円
■申■込  6 月11日㈫ 17:30 ～

簡単エアロビクス教室
　軽快なリズムと簡単なステップで汗
を流しませんか。ラストはストレッチポ
ールで体をリラックスしましょう。
■と■き  7 月 5 日～ 9 月13 日㈮ 14:00 ～
15:00（全10 回）　■場■所  フリールーム1
■対■象  市内在住・在勤の方　
■定■員  30 人　■￥  4,000 円（保険料含む）
■申■込  6 月14 日㈮ 13:00 ～

気功教室
■と■ き 7 月 3 日～ 9 月11日㈬ 13:45
～14:45（全 10 回）　■場 ■所  フリール
ーム 3　■対■象  市内在住・在勤の方　
■定■員  30 人　■持■物  運動できる服装
■￥  4,000 円（保険料含む）
■申■込  6 月12 日㈬ 13:00 ～

しぇいぷ UP Lesson
【㈪ｸﾗｽ】7 月1日～ 9 月 23 日
【㈫ｸﾗｽ】7 月 2 日～ 9 月10 日
【㈬ｸﾗｽ】7 月 3 日～ 9 月 4 日
【㈭ｸﾗｽ】7 月 4 日～ 9 月12 日
【㈮ｸﾗｽ】7 月 5 日～ 9 月 20 日
■と■き 10:00 ～11:00 （㈭ｸﾗｽ 13:45 ～
14:45) 各曜日 全10 回
■場■所  サブアリーナ（変更あり）　
■対■象  女性の方　■定■ 員 75 人　
■ ￥ 4,000 円（保険料含む）
■持■物  運動できる服装、上靴　
■申■込  6 月14 日㈮ 9:00 ～

リフレッシュ体操
■と■き  7 月 3 日～ 9 月 4 日㈬ 13:45
～14:45（全 10 回）　■場■所  サブアリー
ナ（変更あり）　■対■象  女性の方
■定■員  60 人　■￥  4,000 円（保険料含む）
■申■込  6 月19 日㈬ 9:00 ～

第 2 回 朝ＹＯＧＡ教室
■と■き  7月6日～ 9月14日（全10 回 ㈯）
10:00 ～11:30　■対■象  18 歳以上の男女

（市外可）　■定■員  20 人　■申■込  6 月15
日㈯ 10:00 ～（10:00 時点で定員を
超えた場合は抽選）　■￥  5,140 円（保
険料込）

歩き方教室
　肩こり・腰痛の方にお勧めです。
■と■き  6 月11日㈫ 15:00 ～17:00
■対■象  どなたでも　■定■員   20 人
■ ￥ 500 円（保険料込）　■申■込  受付中

第2回 女性のNIGHTYOGA 教室
■と■き  7 月11日～ 9 月19 日（毎週㈭全
10 回）19:00 ～20:30
■対■象  18 歳以上の女性（市外可）
■定■員  20 人　■ ￥ 5,140 円（保険料込）
■申■込  6 月13 日㈭ 10:00 ～（10:00 時
点で定員を超えた場合は抽選）
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6 月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

4 日・11 日・18 日・25 日
7 月 2 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室 随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 

1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

6 日・20 日
7 月 4 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 12 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 21 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越しください。
☎ 072-958-1111　内線 1054

女性相談
※14 日・26 日は10:00 から
　 特別女性相談も実施（19 ページ）

5 日㈬・14 日㈮
7 月 3 日㈬ 13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門

の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 105526 日㈬ 13:30 ～ 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607　ＦＡＸ 072-931-2030
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 20 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談 東部地域 13 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 
ボランティアセンター

予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 27 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

生活自立相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を
策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 18 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 地域就労支援センター（人権文化セ
ンター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは株式会社宣成社まで ☎ 06-6222-6888
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はびきのおもちゃ病院
■と■き  6 月 9 日㈰ 9:00 ～12:00
■場■所  市役所別館 2 階
■ ￥ 部品交換が必要な場合は実費負担。
■問  羽曳野市社会福祉協議会  
☎ 072-958-2315（平日）

－ 市民のページ － 

PC 講座 ワードときめき講座
■と■き  ① 7 月 4 日㈭お箸袋づくり 
② 7 月11日㈭図形で作る催し案内
③ 7 月18 日㈭図形で絵を描く  
各日13:30 ～16:30　■場■所  市民会館
4 階研修室　■対■象  20 歳以上で初心者
の方　■定■ 員 14 人（多数の場合は抽選）   
■￥  1,300 円（3 回、テキスト代込）
■ 他 Windows7 使用　■申■込  普通はがき
に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号（必須）、年齢を明記。6 月10
日㈪必着。〒 583-8585 羽曳野市誉
田 4-1-1 羽曳野市社会福祉協議会気
付、羽曳野 ITサポート会宛 ※当会ウ
ェブサイトからの申込可。 ■問  羽曳野 IT
サポート会（本田）　☎ 072-939-3733
携帯090-5169-9031

大人の講座 6 月 （体験あり）
①自力整体 4日・18 日㈫15:00 ～16:30
②手編み    17 日㈪ 14:00 ～16:00
③はがき絵 20 日㈭ 14:00 ～16:00

■￥  ① 2,000 円 ②③1,000 円 ※要会
員、材料費別　■場■所・ ■申■込・ ■問 FAX申
込可。NPO 法人南河内こどもステーシ
ョン  ☎・℻ 072-957-1114

みんなの食育講座
【季節の保存食づくり】簡単にできる減
塩の梅干とらっきょう漬け 
■と■ き 6 月 8 日㈯ 10:00 ～11:30
■￥  1,000 円（材料費、レシピ）
■場■所・ ■申■込・ ■問  はみんぐ南河内（野々
上 4-6-16 野々上マンション103）
☎ 072-976-5255　℻ 072-976-5256

水無月祭 ～四天王寺大学～
　今年のテーマは、「悠」。出会った人た
ち、これから出会う人たちとの繋がり
が、いつまでも続くように願いを込め
て開催します。音楽系クラブによる演
奏、書道部や和太鼓同好会、YOSAKOI
ソーラン部によるパフォーマンス。作
品展示や演劇発表、体験コーナー、ゲ
ームや飲食の模擬店もあります。
■と■ き 6 月 23 日㈰ 10:00 ～ 17:00
■問  四天王寺大学 学生支援センター　
☎ 072-956-9956（直通）

①個別指導110 番（パソコン・スマホ）
②春のワード入門講座（町内旅行の案内）
■と■き  ① 6月11日・18日・25日㈫15:40
～16:40　 ② 6 月14 日・21日・28 日、
7月5日・12日㈮10:00 ～12:00　
■場■所  LIC はびきの 3 階　■対■象  ①パソ
コン、スマホ操作の質問がある方 ②ワ
ード初心者　■￥  ① 1,200 円（1 時間）
② 6,000 円（5 回、テキスト代込）　
■他  各機器無料レンタル可（要予約）。
タブレット、上記日程以外の相談可。 
■申■込・ ■問  電話申込。パソコンサークル
ステップ（山田） 携帯 090-6608-5799

マンツーマン・パソコンセミナー 
基礎から応用 ①ワード ②エクセル  
■と■き  ㈪～㈮９:30 ～11:30、12:30 ～
14:30、15:00 ～17:00 ※時間帯応相
談。㈯㈰㈷休み。  ■￥   各講座 10,000
円（5 回分）※分納可（1回 2,000 円）テ
キスト代込。 ■申■込・ ■問  陵南の森生きが
い情報センター内 河内飛鳥 UNIC 会
☎ 072-931-1900（つながらない時は
携帯電話へ） 島 携帯 090-3716-3203

－令和元年 憲法記念日 大阪府知事表彰－
善 　 行 　 者　　地域清掃奉仕活動　　中山　知惠子　様

地 縁 団 体 関 係　　中川　哲男　　様
福   祉   関   係　　中條　薫　 　  様
福   祉   関   係　　齊藤　和正   　様

公共関係功労者　　市  町  村  関  係　　内本　和彦　　様

農林水産関係（団体）
　羽曳野市ぶどう就農促進協議会 　　様

産 業 功 労 者　　商 工 関 係（個人）　　須田　充訓  　 様

知事表彰受賞おめでとうございます
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。初めての方やしばらく掲載していない
方を優先しています。投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。

（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当

大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校
10 月入校生募集 リニューアルオープン
　就職に役立つ専門的な技術や知識を
身につけることができる無料の公共職
業訓練施設です。一般の方も障がいの
ある方も一緒に就職を目指しませんか。
≪一般科目≫
●ビル設備管理科 ●ビルクリーニン　
グ管理科 ●建築内装 CAD 科

【見学会】6 月 26 日㈬、7 月 3 日㈬・
　　　　  17 日㈬・22 日㈪・31 日㈬
≪障がいのある方を対象とした科目≫
●キャリアチャレンジ科（発達障がい
の方）●ジョブステップ科（精神障が
いの方）●ワークアシスト科（知的障
がいの方

【見学会】6 月 21 日㈮、7 月 10 日㈬・
　　　　 19 日㈮　

※ウェブサイト「夕陽丘校」を検索。
■問  大阪府立夕陽丘高等職業技術専門校
☎ 06-6776-9900

「広報はびきの」広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
【合同会社 IM 総合企画 ☎ 072-275-5449】【株式会社宣成社 ☎ 06-6222-6888】【株式会社ホープ ☎ 092-716-1404】
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●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

「べびっこひろば」
［日時］　6 月 5 日㈬ 10:00 ～ 11:00
［場所］　ベビーハウス社協園庭（雨天の場合園内 2
　　　　階なかよしひろば）

［内容］　園庭で泥んこ遊びをします☆汚れてもいい
　　　　服装で来てくださいね。(各自で着替え・タオ
　　　　ル・ビニール袋など必要な物をご用意くださ
　　　　い。)

［対象］　地域の親子　※予約不要
           ☎ 072-930-0240 ベビーハウス社協

善意のご寄付ありがとうございます

 
公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
■シルバー人材センターへの仕事依頼

（☎ 072-936-1500）
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せくだ
さい。見積無料！お気軽にご依頼ください。

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

服部　品子　　　　　　　　　　　         　　        ￥3,000
四ツ葉のクローバー　涌元順子  　                       ￥2,000
羽曳野チャリソフの会参加チーム一同             ￥50,000
ビオラの集い                                     ￥2,000
匿 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 ￥2,000
浅田　照次　　　　　　　　　　                       ￥20,000
浅田　悦弘　　　　　　　　      　                    ￥10,000 
羽曳野市環境衛生事業協同組合　　　                 ￥30,000
　　　　　                                 　（平成 31 年 4 月　敬称略）

■シルバー会員募集中
　社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識・
経験を活かしてみませんか。

［資格］●市内在住の60歳以上の健康で働く意欲のある方 
         ●事業趣旨に賛同していただける方

［入会方法］
　入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日ま
でに提出してください。その際、年会費(※)として２，
０００円が必要です。理事長の承認後、会員登録が完
了します。 
※今年度の年会費は平成 31 年 4 月分から令和 2 年
3 月分までとなります。( 入会した日から 1 年分で
はありません )

［入会説明会］
　事業説明、入会手続きの案内、入会申込書の配布など 

［日時］  
① 6月11日㈫、7月9 日㈫　13:30 ～
② 6月14日㈮、7月12日㈮　13:30 ～

［場所］   
①市役所別館 2 階  
②羽曳野シルバーワークプラザ 3 階研修室

【軽作業】（屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づけ
など（屋外）庭・空き地の草刈り、植木の剪定・消毒・水
やり、溝掃除、荷物出しなど

【施設管理】建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など 
【一般・経理事務】書類や伝票の整理、集計事務、事務補助
など

【筆耕・毛筆】封筒、はがき、表彰状、感謝状など
【修理】軽易な大工、波板張替え、ふすま・障子・網戸の
張替え、塗装など

【家事援助・介護サービス】家の清掃、洗濯、買い物、食
事の支援、病院・施設での洗濯サービスなど

愛の献血にご協力を♥(400ml 限定 )
複数回献血へのご協力をお願いします。
■ 7 月 30 日㈫　市役所（羽曳野ロータリークラブ共催）

［受付時間］  10:00 ～16:30( お昼も受付を行っています )

保育士募集 詳細は、お問い合わせください。
■あおぞら保育園 （古市 2-2-27）  ☎ 072-950-1105
■ベビーハウス社協 （高鷲 9-2-17）☎ 072-930-0240

傾聴ボランティア養成講座
　相手の気持ちに寄り添い、受け止めることを学び、
地域や施設などで活動する傾聴ボランティアの養成
講座を行いますので、興味のある方はぜひご参加く
ださい。

［日時］6 月 14 日㈮、21 日㈮　13:30 ～ 16:30
※後日、各高齢者施設で傾聴ボランティアを体験します

［場所］別館２階研修室
［内容］講義と実技「傾聴ボランティアとは？」
　　　 吹田傾聴「ほほえみ」代表　長谷川　美津代氏

■空家・空地の管理をお引受けいたします
　当センターは羽曳野市と「空家の適正管理の促進
に関する連携協定」を締結し、空家見守りサポート
業務を実施しております。お気軽にご相談ください。

　第 2 回コースが開始しまし
た。土曜日、日曜日に実施し
ています。
　第 3 回コースは 10 月から、
第 4 回コースは令和 2 年 1 月
から実施予定です。

■介護職員初任者研修講座
( 旧ホームヘルパー 2 級課程に相当 )

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは合同会社 IM 総合企画まで ☎ 072-275-5449 へ。
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民生産業常任委員会行政視察
○日程４月 24 日～ 25 日
○視察先及び視察内容

【静岡県藤枝市】
健康・予防　日本一

「ふじえだプロジェ
クト」について

【静岡県袋井市】
健康マイレージ制度
について

建設企業常任委員会行政視察
○日程 5 月 9 日～ 10 日
○視察先及び視察内容

【青森県青森市】
①コンパクト・プラ
ス・ネットワークの
都市づくりについて
②平和公園通り線道
路整備事業について

【青森県平川市】
平賀地区浸水対策事
業について

総務文教常任委員会行政視察
○日程４月 25 日～ 26 日
○視察先及び視察内容

【埼玉県志木市】
成年後見制度の利用を
促進するための条例に
ついて

【埼玉県富士見市】
①教育環境のＩＣＴ化
について
②校務支援システムの
導入について

発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会

令和元年6月号

市議会だより
〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111

  1
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  3～ 7
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  8

定例会のあゆみ
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各常任委員会行政視察報告

審議案件と議決結果
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一般質問

各常任委員会委員長報告

編集後記
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告   1

2
3

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（訴えの提起について）
国民の保護に関する計画の変更に係る報告について

報　告
承　認
報　告

議　案   1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

監査委員の選任に係る同意について
公平委員会委員の選任に係る同意について
訴えの提起について
羽曳野市道路線の廃止について
羽曳野市道路線の認定について
羽曳野市長等政治倫理条例の制定について
羽曳野市職員倫理条例の制定について
羽曳野市手話言語条例の制定について
羽曳野市生産緑地地区の区域の規模に関する条例の制定について
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について
羽曳野市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立市民プール条例を廃止する条例の制定について
平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第７号）
平成 30 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
平成 30 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第３号）
平成 30 年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第３号）
平成 31 年度羽曳野市一般会計予算
平成 31 年度羽曳野市国民健康保険特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市と畜場特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市財産区特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市介護保険特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市土地取得特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計予算
平成 31 年度羽曳野市水道事業会計予算
平成 31 年度羽曳野市下水道事業会計予算
平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第６号）
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第８号）
平成 30 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第２号）

同　意
同　意

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

意　見   1
2

食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書
農林水産物・食品の輸出力強化を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決

H30 請願２ 留守家庭児童会（学童保育）制度の拡充を求める請願書 不　採　択
各常任委員会の所管事項に関する調査について
諸般の報告

決　定
報　告

　　　　　【議案第 20 号及び議案第 33 号の計数整理について】
※議案第 33 号を議案第 20 号より先に可決したため、以下のとおり議決の順に計数整理を行った。　　　　　　

議案番号 事　　　項
20 平成30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第７号）【計数整理後】
33 平成30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第６号）【計数整理後】

 第 1 回定例会で審議された案件と議決結果

2

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 無会派

 

議
員
名

        

結 

果

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

今
井
　
利
三

田
仲
　
基
一

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

黒
川
　
　
実

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

百
谷
　
孝
浩

議案 15 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

議
　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 19 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 24 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 25 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 26 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 28 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 30 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H30 請願 2 不 採 択 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
※笠原由美子議員は議長職のため採決には加わらず。
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ま
で
以
上
に
授
業
で
の
英
語
使
用
や
、
生
徒

の
英
語
に
よ
る
言
語
活
動
の
割
合
を
増
や
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置

を
１
名
増
の
４
名
と
し
、
１
名
は
「
は
び
き

の
埴
生
学
園
」、
３
名
は
中
学
校
で
の
活
用
と

は
別
に
、
毎
週
火
曜
日
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
小
学
校
に
派
遣
し
て
い
る
。

●
質
問　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
へ
の
評
価

は
。
来
年
度
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

●
答
弁　

本
実
施
に
向
け
て
よ
い
準
備
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。
授
業
に
使
え
る
発
問
、

活
動
な
ど
、
授
業
実
践
力
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
修
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
、

英
語
教
育
指
導
専
門
員
を
さ
ら
に
効
果
的
に

活
用
し
、
教
員
の
意
識
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

子
供
た
ち
の
英
語
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
。

●
要
望　
５
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
市
内
19
の
学
校

を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
各

校
に
１
名
を
配
置
し
て
い
く
方
向
で
検
討
す

べ
き
と
思
う
。
全
国
に
は
既
に
市
内
の
小
・

中
学
校
全
て
に
、
１
校
に
１
人
の
割
合
で
配

置
で
き
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
ジ
ェ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
も
、
ぜ
ひ
検
討
い
た

だ
き
た
い
。
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施

さ
れ
る
来
年
ま
で
に
万
全
の
準
備
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

《
避
難
所
と
し
て
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に

つ
い
て
》

●
質
問　
体
育
館
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

が
済
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。
現
在
の

備
蓄
内
容
と
今
後
必
要
と
な
る
備
蓄
物
資
や

避
難
所
機
能
と
し
て
の
課
題
は
。
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
に
つ
い

て
は
、
11
校
が
整
備
済
み
。
2
0
2
1
年
度

ま
で
に
全
て
の
学
校
体
育
館
の
工
事
を
完
了

さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
重
要
備
蓄
品
目
11
品

目
へ
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
本
市
独
自
の

備
蓄
施
策
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

圧
縮
処
理
袋
、
排
便
処
理
袋
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
式
発
電
機
、
バ
ル
ー
ン
型
投
光
器
、
備

蓄
用
防
災
ベ
ス
ト
等
の
配
備
を
行
っ
て
い
る
。

緊
急
時
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
あ
る
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
間
仕
切
り

な
ど
を
研
究
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
計
画
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。

●
質
問　
市
内
の
全
て
の
学
校
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
場
合
、
費
用
は
。

●
答
弁　

費
用
を
積
算
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

●
要
望　
学
校
体
育
館
は
、
災
害
発
生
時
に

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
避
難
所
と
な

る
。
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
、
備
蓄
物
資
の

充
実
は
着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
エ

ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
あ
る
試
算
で

は
、
市
内
19
校
分
で
は
約
４
億
円
弱
。
最
近

で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
エ
ア
コ
ン
な
ど
、

約
５
分
の
１
の
費
用
で
設
置
可
能
な
新
し
い

設
備
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ
前
向
き

に
検
討
を
。
安
全
拠
点
と
し
て
の
学
校
体
育

館
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
幼
児
教
育
無
償
化
と
保
育
園
の
待
機
児
童
解

消
、
公
立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
の
実
施

に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
無
償
化
に
よ
っ
て
、
当
市
へ
の

影
響
と
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。
②
31

年
度
待
機
児
童
の
見
通
し
と
今
後
の
解
消
へ

の
考
え
は
。
③
今
後
３
歳
児
保
育
を
実
施
す

る
園
を
３
園
と
決
め
た
根
拠
は
。
ま
た
、
実

施
し
な
い
幼
稚
園
の
今
後
の
見
通
し
は
。

●
答
弁　

①
保
護
者
へ
の
負
担
は
増
え
な
い
。

ま
た
、
無
償
化
の
実
施
に
よ
る
待
機
児
童

へ
の
影
響
は
極
め
て
少
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
無
償
化
に
よ
る
市
の
負
担
は
、
公
立
園

で
は
全
額
、
公
立
園
以
外
で
は
４
分
の
１
で
、

１
億
円
以
上
の
新
た
な
負
担
が
見
込
ま
れ
る
。

②
31
年
度
は
申
込
数
５
９
６
名
で
、
入
園
決

定
児
童
は
３
９
６
名
。
さ
ら
に
入
園
調
整
に

て
精
査
し
て
い
る
。
企
業
型
保
育
園
の
活
用
、

民
間
保
育
園
の
建
て
替
え
、
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
時
に
定
員
を
増
や
し
て
解
消
を
図

る
。
③
３
歳
児
保
育
の
実
施
は
、
安
全
・
安

心
で
充
実
し
た
保
育
を
行
う
職
員
体
制
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
計
画
を
立
て
た
も
の
。

無
償
化
で
民
間
幼
稚
園
を
選
択
さ
れ
て
も
、

公
立
幼
稚
園
の
さ
ら
な
る
減
少
は
想
定
し
て

い
な
い
。

●
要
望　
国
は
幼
児
教
育
の
無
償
化
と
言
う

が
、
当
市
で
も
１
億
円
の
新
た
な
負
担
が
生

じ
る
事
態
で
あ
る
。
財
源
を
消
費
税
以
外
で

確
保
し
、
地
方
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
国
に
強
く
要
望
す
る
こ
と
。
待

機
児
解
消
に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育
園
の
整

備
を
強
く
要
望
。
職
員
確
保
の
た
め
の
条
件

を
整
備
し
、
全
公
立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保

育
を
早
急
に
実
施
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
市
政
へ
の
市
民
の
信
頼
回
復
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
の
農
地
法
違
反
と
関
連
す
る

贈
答
品
問
題
へ
の
誤
解
や
疑
念
に
対
応
す

る
た
め
、
今
議
会
へ
市
長
等
の
政
治
倫
理
条

例
と
職
員
倫
理
条
例
が
上
程
さ
れ
た
。
し

か
し
、
防
止
策
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、

失
っ
た
信
頼
を
す
ぐ
に
は
取
り
戻
せ
な
い
。

市
長
自
ら
が
ど
ん
な
も
の
で
も
き
っ
ぱ
り

受
け
取
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
を
示
す
べ
き

で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え
と
決
意
を
聞
き

た
い
。

●
市
長　

ま
ち
づ
く
り
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
理
解
や
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
行
政
と
区
長
と
の
関

係
の
中
で
、
儀
礼
の
範
囲
で
の
差
し
入
れ
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
案
を
受
け
、
公
正
か
つ
透

明
な
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　
贈
答
品
問
題
は
、
贈
収
賄
を
問
わ

れ
る
可
能
性
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
市
長
の
倫

理
が
重
く
問
わ
れ
た
も
の
。
今
後
条
例
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
今
後
贈
答
品
は
一
切
受
け
取

ら
な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
、
市
民
と
連
携

し
た
市
政
運
営
を
進
め
る
よ
う
要
望
。

《
高
鷲
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
高
鷲
１
丁
目
付
近
の
浸
水
対
策

の
進
捗
と
今
後
の
計
画
は
。
②
水
路
工
事
完

成
ま
で
の
間
の
対
策
は
。
ま
た
、
買
収
用
地

な
ど
を
利
用
し
、
調
整
池
と
し
て
の
役
割
を

持
た
せ
ら
れ
な
い
の
か
。

●
答
弁　

①
浸
水
対
策
は
通
称
恵
美
坂
水
路

の
改
善
が
必
要
で
、
藤
井
寺
市
に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
度
に
設
計
を
完
了
、
2
0
2
1

年
度
に
工
事
着
工
予
定
と
確
認
し
て
い
る
。

②
浸
水
抑
制
を
図
る
た
め
、
水
路
底
の
勾
配

や
内
面
を
改
良
す
る
工
事
も
予
定
し
て
い

る
。
示
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
も
、
本
工
事

に
含
め
対
策
を
検
討
中
。

●
要
望　
工
事
完
成
ま
で
の
浸
水
軽
減
策
も

工
事
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
期
待
し
、

住
民
が
安
心
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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百
谷
孝
浩
（
無
会
派
）

《
動
物
愛
護
に
つ
い
て
》

●
質
問　
飼
い
主
の
い
な
い
犬
や
猫
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
。

●
答
弁　

件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
内

容
は
、
警
察
で
保
護
さ
れ
た
犬
の
案
件
、
猫

の
糞
尿
、
生
ゴ
ミ
を
荒
ら
さ
れ
る
相
談
、
犬・

猫
と
も
に
飼
い
主
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
探

し
て
ほ
し
い
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

●
質
問　
動
物
基
金
の
無
料
不
妊
手
術
チ
ケ

ッ
ト
で
行
政
枠
制
度
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
、
野
良
猫
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

申
し
込
み
を
す
る
ま
で
に
至
っ
て

お
ら
ず
、
近
隣
市
の
先
進
事
例
を
研
究
す
る
。

●
質
問　
所
有
者
の
い
な
い
猫
対
策
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
大
阪
府
動
愛
セ
ン
タ
ー
で
は
、

動
物
愛
護
管
理
基
金
の
寄
付
金
を
活
用
し
て

実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
市
の
担
当
課
を
通

じ
て
府
へ
申
し
込
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

大
阪
府
が
策
定
し
、
昨
年
３
月
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
、
当
市
に
お
い
て

町
会
や
自
治
会
で
合
意
形
成
し
た
場
合
、
大

阪
府
動
愛
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
。

●
質
問　
近
年
社
会
問
題
化
し
て
い
る
多
頭

飼
育
崩
壊
の
現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

動
物
を
起
因
と
す
る
問
題
な
ど
専

門
機
関
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
、
市
民

の
皆
様
に
も
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

●
要
望　
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
、
Ｔ

Ｎ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
様
々
な
問
題

解
決
に
つ
な
が
り
、
首
輪
や
迷
い
札
等
を
装

着
す
る
こ
と
に
よ
り
地
震
等
の
災
害
時
に
役

立
つ
。
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
無
料
不
妊
手
術
チ

ケ
ッ
ト
の
行
政
枠
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
多
頭
飼
育
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
適
正

飼
育
の
普
及
啓
発
や
指
導
を
、
行
政
や
獣
医

師
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
住
民
、

飼
養
者
等
の
関
係
者
と
連
携
を
し
っ
か
り
取

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

《
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
に
お
け
る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
軽
度
認
知

障
害
の
方
と
、
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
は
。

●
答
弁　

平
成
30
年
４
月
１
日
の
65
歳
以
上

の
人
口
３
万
2
︐
7
9
9
人
に
対
し
、
認
知

症
高
齢
者
数
は
約
5
︐
0
0
0
人
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ

軽
度
認
知
障
害
の
人
数
が
約
4
︐
3
0
0
人

と
推
計
さ
れ
る
。

●
質
問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
施
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

平
成
30
年
度
12
月
末
ま
で
の
養
成

数
は
３
６
０
人
、
サ
ポ
ー
タ
ー
総
数
4
︐

7
6
3
人
。
今
後
、
だ
ん
じ
り
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　
若
年
性
認
知
症
患
者
と
ご
家
族
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

介
護
保
険
制
度
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
悩

み
や
助
言
、
情
報
交
換
で
き
る
場
な
ど
の
紹

介
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置
し
、
庁
内
外

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援

態
勢
を
と
っ
て
い
る
。

●
要
望　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
、
認
知
症
高
齢
者
も
同
様
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
家
族
や
地

域
で
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ
る
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
大
人
に
限
ら
ず
若
年
層

も
対
象
に
、
だ
ん
じ
り
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
若
年
性
認
知

症
患
者
と
ご
家
族
が
、
様
々
な
支
援
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
当
市
で
も
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
等
を
作
成
・
配
布
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
12
月
国
会
で
、
水
道
法
等
改

正
案
が
可
決
、
成
立
し
た
。
今
回
の
一
部
改

正
は
民
間
事
業
者
に
運
営
権
を
設
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
。
水
道
法
の
一
部
改
正
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
全
国
の
状
況
に

つ
い
て
、
当
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

改
正
は
広
域
連
携
の
推
進
、
官
民

連
携
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
全
国

の
民
営
化
の
状
況
と
し
て
は
、
導
入
を
検
討

し
て
い
る
水
道
事
業
者
は
い
る
が
、
導
入
を

延
期
し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
当
市
は
、

公
営
企
業
に
よ
っ
て
健
全
経
営
を
維
持
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
当
市
も

構
成
団
体
で
あ
る
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の

方
針
で
も
公
設
公
営
を
宣
言
し
て
い
る
。

●
要
望　
水
は
人
類
共
通
の
公
共
の
財
産
で

あ
り
、
憲
法
２
５
条
の
生
存
権
保
障
に
基
づ

く
も
の
で
、
水
道
事
業
は
民
営
化
す
べ
き
で

は
な
い
。
引
き
続
き
、
市
民
の
命
を
守
る
水

道
事
業
の
推
進
を
強
く
要
望
す
る
。

《
羽
曳
野
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い

て
》

●
質
問　
市
長
の
施
政
方
針
に
、
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定
が
示
さ
れ
た
。
日
本

共
産
党
市
会
議
員
団
が
20
年
前
、
羽
曳
野
市

中
小
企
業
等
基
本
条
例
の
制
定
を
提
案
し
た
。

そ
こ
で
、
大
阪
府
内
自
治
体
の
制
定
状
況
、

市
内
中
小
企
業
の
現
状
と
実
態
調
査
、
職
員

体
制
と
関
係
団
体
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

●
答
弁　

大
阪
府
、
大
阪
市
を
含
め
て
15
の

自
治
体
で
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
条
例
の
制
定
事
務
は
産
業
振
興

課
で
進
め
る
。
今
後
、
庁
内
関
係
課
に
よ
る

検
討
会
議
の
後
、
商
工
会
な
ど
労
働
商
工
団

体
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
考
え
て
い
る
。
条
例

案
の
作
成
に
取
り
か
か
り
、
12
月
議
会
の
上

程
を
め
ざ
す
。

●
要
望　
条
例
の
制
定
は
当
市
の
中
小
企
業

の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え

る
。
中
小
企
業
の
生
の
意
見
や
要
望
も
踏
ま

え
、
実
態
調
査
の
促
進
を
提
案
す
る
。

《
古
市
小
学
校
の
天
井
梁
下
の
石
膏
ボ
ー
ド

の
落
下
事
故
に
つ
い
て
》

●
質
問　
事
故
の
経
緯
と
状
況
、
原
因
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
事
故
の
対
応
に
つ
い

て
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
卒
業
式
・
入
学
式
・

授
業
へ
の
支
障
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

平
成
31
年
2
月
、
古
市
小
学
校
の

来
客
・
教
職
員
玄
関
内
に
天
井
梁
下
の
石
膏

ボ
ー
ド
の
一
部
が
落
下
し
た
。
校
舎
は
昭

和
55
年
に
竣
工
し
、
人
的
被
害
は
な
か
っ

た
。
事
故
の
原
因
は
経
年
劣
化
と
判
断
し
て

い
る
。
事
故
後
直
ち
に
、
古
市
小
学
校
内
の

類
似
箇
所
を
全
て
点
検
し
、
危
険
と
判
断
し

た
箇
所
は
撤
去
を
行
っ
た
。
授
業
へ
の
支
障

は
な
く
、
学
校
運
営
へ
の
支
障
も
な
い
。
全

て
の
市
立
学
校
に
緊
急
点
検
を
依
頼
し
、
結

果
を
踏
ま
え
た
詳
細
点
検
を
行
っ
た
。
学

校
体
育
館
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
は
、

2
0
2
1
年
度
ま
で
に
全
て
の
学
校
で
完
了

さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

●
要
望　
市
職
員
に
よ
る
打
診
、
触
診
に
よ

る
点
検
の
結
果
、
市
立
学
校
で
亀
裂
、
す

き
間
な
ど
が
２
４
１
カ
所
の
う
ち
97
カ
所

あ
っ
た
。
3
年
に
一
度
の
定
期
検
診
は
再

検
討
す
べ
き
。
点
検
の
方
法
も
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
再
検
討
し
、
亀
裂
や
す
き
間

が
あ
る
と
こ
ろ
は
早
急
に
改
善
し
、
安
心

し
て
学
校
の
行
事
、
運
営
が
で
き
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

4
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）

《
羽
曳
野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
５
月
１
日
か
ら
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
と
な
る
。
当
市
に
と
っ
て
も
、
百
舌
鳥・

古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現

す
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
る
年
が
新
た
な

時
代
の
ス
タ
ー
ト
の
年
。
ど
ん
な
結
果
で
あ

ろ
う
と
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か

で
潤
い
の
あ
る
市
民
生
活
の
実
現
を
こ
の
羽

曳
野
で
推
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
実
現
に
は
、
市
の
特
色
で
あ
る
歴
史
と
文

化
を
如
何
な
く
発
揮
す
る
こ
と
も
大
き
な
フ

ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。
そ
の
一
翼
を
担
う
の
が

「（
仮
称
）
は
び
き
の
観
光
・
移
住
創
造
か
ん

ぱ
に
ー
」
の
羽
曳
野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
が
、
構
想

か
ら
２
年
間
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
具
体
の
取

り
組
み
が
進
展
し
て
い
な
い
。
法
人
の
設
立

や
形
成
計
画
の
作
成
等
、
国
へ
の
登
録
申
請

ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

設
立
準
備
委
員
会
の
設
置
を
進
め

て
関
係
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
形

成
計
画
を
作
成
し
、
ま
ず
は
候
補
法
人
と
し

て
の
登
録
申
請
を
年
内
に
行
い
つ
つ
、
法
人

格
の
取
得
な
ど
登
録
要
件
を
整
え
て
、
正
式

登
録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
意
見　
年
内
の
登
録
申
請
と
い
う
こ
と
だ

が
、
年
内
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
実
質
的
な
取

り
組
み
は
始
ま
ら
な
い
の
か
。
今
年
は
世
界

遺
産
の
登
録
の
可
否
を
待
ち
、
大
き
く
羽
曳

野
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
年
。
総
合
戦
略

や
交
付
金
を
得
る
た
め
の
実
施
計
画
の
目
標

値
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
抱
く

イ
メ
ー
ジ
は
違
う
が
、
一
日
も
早
く
事
業
展

開
で
き
る
よ
う
、
強
く
求
め
て
お
き
た
い
。

《
学
校
へ
の
携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
の
12
月
議
会
に
続
い
て
質
問

す
る
。
２
月
に
大
阪
府
教
育
庁
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
素
案
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
緊
急

時
に
の
み
使
用
を
許
可
し
、
持
ち
込
ま
せ
る

か
ど
う
か
は
、
市
町
村
教
委
、
学
校
、
保
護

者
の
判
断
と
し
、
管
理
は
子
ど
も
が
行
う
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
文
科
大
臣
は
様
々
な
懸

念
、
問
題
に
も
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る

と
評
価
し
て
い
た
が
、
ど
こ
に
配
慮
が
あ
る

の
か
理
解
で
き
な
い
。
市
教
委
と
し
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
素
案
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

新
年
度
、
新
学
期
に
向
け
て
、
市
教
委
、
小・

中
学
校
の
現
時
点
で
の
方
針
を
改
め
て
聞
き

た
い
。

●
答
弁　

今
ま
で
学
校
は
、
授
業
等
に
関
係

の
な
い
も
の
、
高
価
な
も
の
は
学
校
に
持
っ

て
こ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
き
た
。
数
万
円

も
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
自
己
管
理
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
自
体
に
個
人
情
報
が
満
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
持
ち
込
み
を

認
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
３
月
末
に
示
さ
れ
る
最
終
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
方
針
を
決
め
る
予
定
で

い
る
。

●
意
見　
３
月
末
に
示
さ
れ
る
最
終
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
待
つ
と
い
う
こ
と
は
、
羽
曳

野
市
内
の
公
立
学
校
で
は
、
少
な
く
と
も
新

年
度
、
新
学
期
開
始
当
初
は
持
ち
込
み
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
３
学
期
終
了
時

に
明
確
に
周
知
し
て
お
く
べ
き
。
都
度
対
応

で
は
学
校
を
混
乱
に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
職
員
給
与
の
考
え
方
に
つ
い
て

●
児
童
虐
待
対
策
の
体
制
と
拠
点
に
つ
い
て

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
資
源
ご
み

の
収
集
に
つ
い
て

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
30
年
度
の
国
保
加
入
者
の
所
得

別
の
世
帯
数
は
。
②
来
年
度
の
保
険
料
は
ど

う
な
る
の
か
。
③
協
会
け
ん
ぽ
と
の
比
較
で

は
ど
う
か
。
④
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
は
、
家
族

の
人
数
は
保
険
料
に
影
響
し
な
い
が
、
国
保

で
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
世
帯
の
人
数
分
と
し
て

大
人
と
同
じ
金
額
の
均
等
割
が
加
算
さ
れ
る
。

岩
手
県
宮
古
市
で
は
来
年
度
、
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
均
等
割
分
を
全
て
免
除
す
る
。
半

額
減
免
や
２
子
目
か
ら
の
減
免
な
ど
、
独
自

で
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
を
す
る
市
町
村

が
増
え
て
い
る
中
、
当
市
で
も
実
施
で
き
な

い
か
。

●
答
弁　

①
所
得
ゼ
ロ
世
帯
が
約
４
千
世
帯

で
２
４
．
3
％
、
１
０
０
万
円
未
満
が
２
６
．

8
％
、
１
０
０
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満

が
２
５
．
3
％
、
２
０
０
万
円
以
上
３
０
０
万

円
未
満
が
１
０
．
7
％
、
３
０
０
万
円
以
上

が
１
２
．
9
％
。
②
激
変
緩
和
措
置
で
公
費

を
約
２
億
4
︐
4
0
0
万
円
投
入
さ
れ
る
が
、

保
険
料
は
１
人
約
９
千
円
上
が
り
約
13
万
円

に
、
１
世
帯
約
１
万
円
上
が
り
約
18
万
６
千

円
に
な
る
。
③
40
歳
代
夫
婦
と
未
成
年
の
子

ど
も
２
人
、
所
得
２
０
０
万
円
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
、
協
会
け
ん
ぽ
が
約
16
万
円
、
国
保

は
約
２
万
５
千
円
上
が
り
約
39
万
円
。

④
子
ど
も
の
均
等
割
保
険
料
の
あ
り
方
は
、
厚

生
労
働
省
で
財
政
支
援
の
効
果
や
国
保
財
政

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
国

と
地
方
の
協
議
の
場
で
議
論
さ
れ
る
予
定
で
、

こ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
国
に
対
し
１
兆
円
の
公
費
投
入
を

求
め
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
人
数
分
か
か
る
人
頭

税
の
よ
う
な
均
等
割
や
世
帯
に
一
律
か
か
る

平
等
割
を
な
く
し
、
せ
め
て
協
会
け
ん
ぽ
並

み
の
保
険
料
に
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

市
独
自
で
多
子
減
免
、
保
険
料
の
抑
制
や
生

活
実
態
に
合
わ
せ
た
減
免
の
充
実
な
ど
、
市

民
の
命
と
健
康
を
し
っ
か
り
と
守
る
社
会
保

障
と
し
て
の
役
割
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
。
市
の
独
自
施
策
を
で
き
な
く
す
る
府

の
国
保
の
統
一
化
の
中
止
を
強
く
要
望
す
る
。

《
市
営
住
宅
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
集
約
建
替
計
画
の
内
容
と
進

捗
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
一
般
公
募
の

時
期
は
。
②
耐
震
棟
へ
の
転
居
費
用
や
家
賃

の
激
変
緩
和
措
置
に
対
す
る
考
え
は
。

●
答
弁　

①
市
営
向
野
住
宅
の
未
耐
震
11
棟

を
１
カ
所
に
集
約
す
る
。
８
階
建
て
で
約
80

戸
整
備
。
３
戸
程
度
の
身
体
障
害
者
向
け
住

宅
と
集
会
所
の
住
宅
内
配
置
を
計
画
。
来
年

度
、
東
住
宅
２
、３
号
棟
の
解
体
調
査
と
設

計
に
着
手
。
完
成
予
定
の
2
0
2
2
年
秋
、

新
築
棟
へ
の
住
み
か
え
支
援
後
、
空
き
住
宅

の
一
般
公
募
を
予
定
。
②
転
居
費
用
の
財
政

的
支
援
と
、
家
賃
の
激
変
緩
和
措
置
を
す
る
。

●
要
望　
耐
震
済
み
住
宅
21
戸
は
必
要
分
以

外
の
一
般
公
募
を
す
ぐ
進
め
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
・
障
害
者
用
住
宅
を
増
や
し
、
高
齢

者
や
低
所
得
者
、
子
育
て
世
帯
へ
の
家
賃
補

助
制
度
を
要
望
。
市
が
責
任
を
持
っ
て
地
域

の
要
望
や
意
見
を
し
っ
か
り
聞
き
、
地
元
事

業
者
の
仕
事
も
増
や
せ
る
事
業
を
要
望
す
る
。

《
橋
梁
の
改
修
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
度
行
っ
た
橋
の
点
検
結
果
と

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
橋
の
修
繕
は
。

●
答
弁　

本
市
管
理
の
道
路
橋
梁
94
橋
中
、

修
繕
完
了
の
も
の
を
含
め
健
全
な
も
の
86
橋
、

修
繕
が
望
ま
し
い
も
の
７
橋
、
修
繕
す
べ
き

も
の
が
１
橋
。
危
険
な
も
の
は
そ
の
都
度
必

要
な
対
策
を
行
い
、
安
全
性
を
確
保
す
る
。

●
要
望　
早
目
に
順
次
修
繕
し
、
長
寿
命
化

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
河
川
の
氾
濫
が

心
配
さ
れ
る
中
、
根
本
的
な
防
災
対
策
を
要

望
す
る
。
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樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
》

●
質
問　
遊
休
農
地
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、

そ
の
解
消
策
は
。
ま
た
、
農
業
振
興
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

遊
休
農
地
は
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度

で
あ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
積
極
的
な
活
用
や
若

い
農
業
継
続
者
へ
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
基
盤
の
整
備
と
特
産
物
の

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ぶ
ど

う
就
農
促
進
協
議
会
が
発
足
、
新
規
就
農
者

が
増
え
、
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
も
進
ん
で

き
て
い
る
。

●
質
問　
面
積
要
件
引
き
下
げ
に
伴
う
生
産

緑
地
地
区
の
新
規
追
加
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
特
定
生
産
緑
地
地
区
の
具
体
的
な
手

続
き
や
周
知
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

追
加
指
定
は
、
生
産
緑
地
で
農
業

さ
れ
て
い
る
方
の
意
向
等
も
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
特
定
生
産
緑
地
地
区

の
指
定
は
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
大
阪
南
と
も

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
手
続
き
方
法
や
時

期
等
を
検
討
し
、円
滑
な
実
施
に
努
め
た
い
。

●
要
望　
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
や
特
定
生

産
緑
地
地
区
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
に
し
っ
か
り
と
周
知
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
育
成
を
は
じ

め
、
農
業
者
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

《
市
民
の
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
》

●
質
問　
前
回
の
議
会
に
お
い
て
答
弁
の
あ

っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
庁
内
ル
ー
ル

づ
く
り
、
行
政
と
市
民
が
双
方
向
で
議
論
で

き
る
仕
組
み
の
検
討
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

況
は
。

●
答
弁　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
要
綱

を
策
定
中
で
あ
り
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
施

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
と
行
政

が
双
方
で
議
論
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
他
団
体
で
の
取
り
組
み
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

●
質
問　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
出
前
講

座
が
、
各
自
治
体
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

制
度
化
す
る
ま
で
の
考
え
は
な
い

が
、
制
度
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
市

民
の
意
見
・
要
望
を
伺
う
貴
重
な
手
段
と
し
て

今
後
の
運
用
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
市
民
協
働
を
推
進
す
る
立
場
と
し

て
、
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
浅
野
家
住
宅
（
旧
オ
キ
ナ
酒
造
）
の
再
整

備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
状
と
進
捗
状
況
、
整
備
内
容
は
。

●
答
弁　

特
産
品
を
楽
し
め
る
地
産
地
消
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
特
産
品
の
販
売
や
観
光
情
報

を
発
信
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
浅
野
家

や
オ
キ
ナ
酒
造
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
展
示
な
ど
、
観
光
・
産
業
・

交
流
を
促
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
再
生
し

て
い
き
た
い
。

●
質
問　
市
長
の
思
い
や
考
え
は
。

●
市
長　

浅
野
家
住
宅
（
旧
オ
キ
ナ
酒
造
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
守
る
こ

と
も
含
め
て
、
今
の
家
屋
を
生
か
し
た
趣
の

あ
る
場
所
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
建
物
と
し
て

再
生
さ
せ
た
い
。

●
要
望　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
ま

た
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
設
と
し
て
多
く

の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
早
期
に
完

成
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
今
後
の
公
共
施
設
の
更
新
・
修
繕
に
つ
い

て
》

●
質
問　
指
定
管
理
も
含
め
た
当
市
の
公
共

施
設
の
老
朽
化
・
修
繕
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

●
答
弁　

建
築
基
準
法
に
基
づ
き
、
建
築
物

を
は
じ
め
、
昇
降
機
、
換
気
設
備
、
排
気
設
備
、

非
常
用
照
明
な
ど
、
建
築
設
備
及
び
防
火
設
備

の
法
定
点
検
を
実
施
。
大
気
汚
染
防
止
法
に
基

づ
く
空
調
設
備
や
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く

浄
化
槽
の
排
水
な
ど
、
附
帯
施
設
も
規
模
等
に

応
じ
て
法
定
点
検
を
実
施
。
ま
た
、
台
風
等
の

気
象
情
報
を
も
と
に
、
施
設
維
持
の
た
め
の
事

前
・
事
後
確
認
の
ほ
か
、
日
常
的
に
ド
ア
や
手

す
り
、
外
部
の
清
掃
な
ど
、
利
用
状
況
等
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
う
ち
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
は
、
点
検

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
水
道
局
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
冷
暖

房
設
備
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
な
ど
特
殊
性
の

あ
る
も
の
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

●
答
弁　

水
道
局
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
４
施
設
６
棟
は
、
順
次
耐
震
化
を
図
っ
て

い
く
。
機
械
設
備
や
電
気
設
備
等
は
、
定
期

的
な
保
守
点
検
及
び
更
新
を
実
施
。
給
食
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
、
運
営
上
特
に
重

要
な
設
備
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者
に
よ
る

定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
の
駐
車
場
入
口

の
破
損
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
が
望
ま
れ
て

い
る
が
、
故
障
の
原
因
と
復
旧
時
期
は
。

●
答
弁　

故
障
原
因
は
、
機
器
の
経
年
劣
化

と
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。
当
該
機
器
は
既
に

製
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、
発
注
後
２
～
３
カ
月

を
要
す
る
。
不
便
を
か
け
る
が
、
３
月
下
旬

の
復
旧
を
目
指
し
、
調
整
し
て
い
る
。

●
質
問　
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
状
況
は
。

ま
た
、
31
年
度
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
影

響
が
出
る
よ
う
な
老
朽
化
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

半
数
の
学
校
プ
ー
ル
は
全
体
的
に

老
朽
化
が
進
み
、
29
年
度
に
高
鷲
南
小
の
プ
ー

ル
サ
イ
ド
下
の
一
部
が
沈
下
す
る
と
い
う
事
象

が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
水
泳
授
業
を
保
護

者
に
周
知
し
た
上
で
見
送
っ
た
。調
査
の
結
果
、

古
市
南
小
と
高
鷲
南
小
に
お
い
て
改
修
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
児
童

の
安
全
を
確
保
す
る
判
断
か
ら
、
31
年
度
は
自

校
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
水
泳
授
業
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
た
。
水
泳
授
業
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
31
年
度
に
つ
い
て
、
古
市
南
小
は
市
の
バ

ス
で
移
動
し
て
駒
ヶ
谷
小
の
プ
ー
ル
を
、
高
鷲

南
小
は
徒
歩
で
移
動
し
て
高
鷲
南
中
の
プ
ー
ル

を
使
用
す
る
。

●
要
望　
公
共
施
設
で
特
殊
性
の
あ
る
機
器

は
、
入
札
時
に
故
障
時
の
部
品
提
供
期
間
等

も
合
意
し
て
進
め
な
け
れ
ば
、
少
し
の
故
障

で
も
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
莫
大
な
金

額
が
生
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を

強
く
願
う
。
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い

て
、
老
朽
化
を
放
置
す
る
状
態
は
、
今
後
莫

大
な
更
新
費
用
を
要
し
、
悪
循
環
に
陥
る
。

プ
ー
ル
点
検
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
要
望
す

る
。
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
あ
り
方
は
、

地
域
や
保
護
者
の
意
見
を
集
約
し
、
計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。
ま
た
、
全
体
的
に
考
え
れ
ば
、
３
年
に

一
度
の
点
検
で
は
な
く
、
シ
ョ
ー
ト
ス
パ
ン

で
の
点
検
へ
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
市

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
維

持
へ
の
計
画
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
当
市
名
産
品
の
普
及
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

6
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
補
助
制
度

に
つ
い
て
》

●
質
問　
平
成
30
年
６
月
18
日
の
朝
、
大
阪

北
部
で
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、

小
学
校
の
プ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
40
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
通
学
路
側
の
道
路
に
倒
れ
、

小
学
４
年
生
の
女
児
が
下
敷
き
に
な
り
、
死

亡
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。
今
年

度
の
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
撤
去
補
助

制
度
は
対
象
が
個
人
だ
が
、
４
月
か
ら
継
続

さ
れ
る
撤
去
補
助
制
度
は
、
町
会
管
理
の
墓

地
な
ど
が
対
象
範
囲
に
入
る
よ
う
な
補
助
対

象
の
変
更
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

補
助
対
象
者
を
個
人
の
み
と
し
た

が
、
町
会
や
そ
れ
に
準
ず
る
団
体
か
ら
も
補

助
対
象
に
な
ら
な
い
か
、
と
の
相
談
や
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
に
基

づ
き
、
条
件
が
整
え
ば
補
助
で
き
る
よ
う
に

対
象
者
を
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
公
共
施
設
の
危
険
な
コ
ン
ク
ー
ト

塀
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
危
険
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
塀
の
撤
去
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
、
歩
行

者
等
へ
の
被
害
防
止
と
迅
速
な
避
難
経
路
を

確
保
す
る
に
は
重
要
だ
。
制
度
を
多
く
の
市

民
の
皆
様
及
び
関
係
町
会
の
皆
様
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
い
つ
何
ど
き
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
市
民
の
皆
様
の
尊
い

命
を
守
る
、
災
害
に
強
い
羽
曳
野
市
を
構
築

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
等
の
住
宅
困
窮
者
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

は
、
総
人
口
が
11
万
2
︐
0
4
8
人
に
対
し

て
、
65
歳
以
上
が
3
万
2
︐
9
4
1
、
そ
の

内
訳
は
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
が
1
万
6
︐

5
0
5
人
、
75
歳
以
上
は
1
万
6
︐
4
3
6

人
で
、
平
成
30
年
は
、
高
齢
者
に
占
め
る
75

歳
以
上
人
口
の
率
は
４
９
．
9
％
と
な
っ
て

い
て
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
高
齢
者
で

あ
る
た
め
な
か
な
か
住
宅
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
年
齢
だ
け
で
な
く
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
外
国
人
の
方
も
同
様

な
こ
と
が
あ
る
。
高
齢
の
方
な
ど
が
住
ま
い

探
し
に
困
ら
れ
た
時
に
、
ど
こ
に
相
談
に
行

け
ば
い
い
の
か
。

●
答
弁　

高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
を
探
す
と
き

に
、
高
齢
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
入
居
を
拒

否
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障

害
者
、
低
所
得
者
、
外
国
人
、
子
育
て
世
帯
、

被
災
者
な
ど
の
方
々
も
同
じ
よ
う
に
困
っ
て

お
り
、
人
権
推
進
課
が
一
時
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
談
内
容

に
応
じ
て
大
阪
府
や
庁
内
の
関
係
部
署
と
連

携
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
体
制

を
構
築
し
て
、
情
報
交
換
等
を
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。

●
要
望　
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
り
、
今

後
、
高
齢
者
の
相
談
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
多

様
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
高
齢
者
等

の
住
宅
困
窮
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢

者
の
皆
様
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
事
項
を
行
政

と
し
て
真
摯
に
受
け
と
め
、
庁
内
の
関
連
部

署
の
連
携
を
強
化
し
、
本
当
に
市
民
の
皆
様

に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、

誇
れ
る
ま
ち
を
構
築
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

7

　
　
委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
議
案
６
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
】

　

倫
理
条
例
の
制
定
は
、
今
後
市
民
か
ら

の
信
頼
回
復
を
は
か
る
う
え
で
大
き
な
一

歩
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
襟
を
正
し
て

市
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
全

員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
職
員
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
こ
の
条
例

に
従
い
、
所
属
長
を
中
心
に
職
場
づ
く
り
に

努
め
、
し
っ
か
り
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）】

　

進
め
よ
う
と
し
て
い
た
工
事
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
へ
の
対
応
や
、
小
学
校
の
非
構
造
部
材

等
の
耐
震
化
の
補
正
が
含
ま
れ
て
お
り
、
国
の

補
助
金
を
有
効
に
生
か
し
て
い
る
部
分
も
多
く

あ
っ
た
た
め
賛
成
と
す
る
が
、
予
算
を
組
む
に

当
た
っ
て
は
、正
確
性
を
期
す
こ
と
を
要
望
し
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
】

　

評
価
で
き
る
部
分
は
あ
る
が
、
苦
し
い
市

民
生
活
を
応
援
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

予
算
に
な
っ
て
い
な
い
、
な
ど
と
し
て
反
対

と
す
る
者
２
名
。
一
方
、
特
に
問
題
と
な
る

点
は
な
く
、
絶
え
ず
業
務
の
検
証
を
行
い
な

が
ら
事
業
を
進
め
、
適
正
な
予
算
の
執
行
を

要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛
成
と

す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

予
算
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
予
算
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保
育
）
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
請
願
書
】

　

府
下
で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
学
童
の

土
曜
保
育
を
実
施
す
る
な
ど
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
お
り
、
態
勢
を
整
え
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
べ
き
で
、
働
く
夫
婦
の
、
安
心
し
て
子
ど

も
た
ち
の
放
課
後
を
保
証
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
切
実
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
、
な

ど
と
し
て
、
採
択
す
べ
き
と
す
る
者
２
名
。

一
方
、
ま
ず
は
職
員
の
確
保
等
、
受
け
入
れ

態
勢
を
し
っ
か
り
整
え
た
う
え
で
、
早
期
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現

段
階
で
は
採
択
す
る
状
況
で
は
な
く
、
待
機

児
童
問
題
等
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
優
先
す
べ
き
、
な
ど
と
し
て
不
採
択

と
す
る
者
３
名
。
よ
っ
て
、
採
択
す
べ
き
と

す
る
者
少
数
に
よ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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ア
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今

年
も
無
事
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
平

成
31
年
第
１
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の

主
な
内
容
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
で
は
９
名
の
議
員
が
一
般

質
問
し
ま
し
た
。
市
議
会
だ
よ
り
５
月
号

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
つ
い
て
い
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
読
み
取
る
と
、
録
画
映
像

を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
に
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
視
察
先
で
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
羽
曳
野
市
で
の
施
策
づ
く
り
に
生

か
せ
る
よ
う
、
今
後
市
議
会
に
お
い
て
も

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ

コ
モ
ス
が
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
を

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
よ
う
勧
告
し
た

と
い
う
、
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
正
式
に
は
７
月
初
旬
に
可
否
が
決

定
し
ま
す
が
、
大
阪
で
は
初
と
な
る
だ
け
に

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
議
会
へ
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

　

先
月
5
月
5
日
の
「
は
び
き
の
市
民
フ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
私
た
ち
も
様
々
な
催
し
物

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年

多
く
の
団
体
の
方
々
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

の
発
展
を
期
待
し
て
、
賛
成
と
す
る
者
４
名

の
、
賛
成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
】

　

高
い
保
険
料
が
低
所
得
者
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す

る
者
１
名
。
一
方
、
介
護
予
防
事
業
の
取

り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後
更

な
る
充
実
と
医
療
・
福
祉
分
野
の
仕
事
の

効
率
化
及
び
人
員
配
置
に
配
慮
す
る
こ
と

を
要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
４
名
の
、
賛

成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
】

　

制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
保

険
料
が
高
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す

る
者
１
名
。
一
方
、
本
制
度
は
高
齢
者
の
医

療
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い

る
。
き
め
細
や
か
な
市
民
対
応
と
と
も
に
関

係
機
関
と
連
携
し
た
更
な
る
円
滑
な
制
度
運

営
を
要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
４
名
の
、
賛

成
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
今
井
利
三

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

　
　
　
委
員
長  

松
村
尚
子

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け

た
５
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
】

　

耳
の
不
自
由
な
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
と
、
他
市
か
ら
訪
れ
る
観
光
客

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
、
全

員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
】

　

基
金
の
活
用
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
保
険
料
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
と
す
る
者
１

名
。
一
方
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
統

一
化
の
制
度
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き

で
、
き
め
細
や
か
な
市
民
対
応
と
と
も
に
、

徴
収
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
を
要
望
し
、
賛

成
と
す
る
者
４
名
の
、
賛
成
と
す
る
者
多
数

に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

予
算
】

　

今
後
の
運
営
の
協
議
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

先
行
き
が
み
え
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反

対
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
本
予
算
に
つ
い

て
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、
地
場
産
業

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
笹
井　
喜
世
子　
　
上
薮　
弘
治

　
通
堂　
義
弘　
　
　
百
谷　
孝
浩

　
花
川　
雅
昭　
　
　
広
瀬　
公
代

　
松
村　
尚
子

け
た
５
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
】

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

　

今
後
の
計
画
的
な
道
路
の
維
持
管
理
等
を

要
望
し
、
両
案
と
も
に
全
員
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

市
民
農
園
拡
大
へ
の
支
援
や
地
権
者
へ
の

丁
寧
な
説
明
等
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予

算
】

　

人
口
減
少
や
大
規
模
災
害
な
ど
の
課
題

に
取
り
組
み
つ
つ
、
円
滑
な
事
業
の
実
施

と
健
全
な
運
営
等
を
要
望
し
、
全
員
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
31
年
度
羽
曳
野
市
下
水
道
事
業
会
計

予
算
】

　

浸
水
対
策
の
推
進
や
下
水
道
整
備
率
の
向

上
等
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会


